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主な 記 事
人
文
学
部
・
田
中
綾
教
授「
歌
壇
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
」
２
面

平
成
30
年
度
 学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

３
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑤
人
文
学
部
村
中
亮
夫
准
教
授
４
面

在
外
研
修
報
告
  経
営
学
部
 大
石
雅
也
准
教
授

５
面

学
園
人
脈
記
 第
４
回
　
　
　
　
 
名
塩
良
一
郎
氏
 ６
面

新
学
部
長
・
研
究
科
長
に
聞
く

７
面

就
職
・
入
試
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

８
面

株
式
会
社
ナ
シ
オ

相
　
談
　
役

中央経済社

経
営
者
は
管
理
会
計
を
駆
使
す
る
こ
と
で
適
切
な
戦
略

策
定
、経
営
上
の
意
思
決
定
お
よ
び
業
績
評
価
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
本
書
は
、管
理
会
計
の
基
礎
だ
け
で
な
く
、

近
年
の
新
た
な
展
開
を
も
れ
な
く
考
察
対
象
と
す
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

櫻
井
通
晴
・
伊
藤
和
憲
 編
著
／
関
谷
浩
行（
経
営
学
部
准
教
授
）他
共
著

悠々社

法
学
教
育
の
最
前
線
に
立
つ
執
筆
陣
に
よ
る
、判
例
、通

説
を
踏
ま
え
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
テ
キ
ス
ト
。
２
０
０
６

年
の
法
人
法
制
改
正
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、初
版
刊
行

以
後
の
重
要
判
例
や
最
新
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
第
２
版
。

定
価
（
本
体
 二
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

奥
田
昌
道
・
安
永
正
昭
 編
／
松
久
三
四
彦（
法
務
研
究
科
教
授
）他
共
著

ケ
ー
ス
管
理
会
計

東京大学出版会

農
耕
の
開
始
が
人
の
性
格
を
根
本
的
に
変
質
さ
せ
た
。人

類
史
の
先
達
た
る
狩
猟
採
集
民
を
敬
い
、考
古
・
人
類
学

の
知
見
か
ら
狩
猟
と
農
耕
の
比
較
を
軸
に
壮
大
な
地
球
環

境
史
を
見
据
え
、行
く
末
を
考
え
る
。

定
価
（
本
体
 五
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

大修館書店

授
業
外
で
も
機
能
す
る
英
語
使
用
者
を
育
て
る
た
め
に
、

「
タ
ス
ク
」と
呼
ば
れ
て
い
る
課
題
と
そ
れ
を
軸
に
し
た

タ
ス
ク
・
ベ
ー
ス
の
指
導
を
解
説
。指
導
と
学
習
の
あ
り

方
を
新
た
な
視
点
か
ら
問
題
提
起
し
改
善
案
を
提
示
。

定
価
（
本
体
 二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

松
村
昌
紀
 編
／
浦
野
研（
経
営
学
部
教
授
）他
共
著

タ
ス
ク・ベ
ー
ス
の
英
語
指
導
─
Ｔ
Ｂ
Ｌ
Ｔ
の
理
解
と
実
践

創成社

消
費
者
物
価
指
数
は
何
を
測
定
し
て
い
る
指
数
で
あ
る
の

か
。生
計
費
指
数
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、集
計
法
や
品

質
調
整
の
分
析
か
ら
問
題
点
を
検
討
。利
用
目
的
に
応
じ

た
指
数
体
系
の
分
化
を
提
言
す
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
四
〇
〇
円
＋
税
）

鈴
木
雄
大（
経
済
学
部
講
師
）著

消
費
者
物
価
指
数
の
課
題
と
方
法

法
学
講
義
民
法
１
 総
則
〔
第
２
版
〕

商事法務

基
本
的
な
民
法
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、判
例
を
基
礎
に
事

例
解
決
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
平
易
に
示
し
た
演
習
書
の
決

定
版
。新
規
テ
ー
マ
を
加
筆
し
、解
説
の
改
訂
や
参
考
文
献

の
点
検
な
ど
も
行
っ
た
充
実
し
た
内
容
の
第
３
版
。

定
価
（
本
体
 三
、
二
〇
〇
円
＋
税
）

狩
猟
採
集
民
か
ら
み
た
地
球
環
境
史

─
自
然
・
隣
人
・
文
明
と
の
共
生

池
谷
和
信
 編
／
手
塚
 薫（
人
文
学
部
教
授
）他
共
著

Law
Practice
民
法
Ⅰ【
総
則
・
物
権
編
】〔
第
３
版
〕

千
葉
恵
美
子
・
潮
見
佳
男
・
片
山
直
也
 編
／
松
久
三
四
彦（
法
務
研
究
科
教
授
）他
共
著

和泉書院

鎌
倉
時
代
中
期
に
京
都
の
貴
族
文
化
を
基
盤
と
し
て
書
か

れ
た
と
さ
れ
る
二
つ
の
物
語
に
つ
い
て
、史
実
上
の
人
物

モ
デ
ル
や
系
譜
と
の
一
致
、先
行
作
品
へ
の
依
拠
を
精
細

に
分
析
し
、そ
の
主
題
や
制
作
意
図
を
読
み
解
く
。

定
価
（
本
体
 六
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

関
本
真
乃（
人
文
学
部
講
師
）著

後
嵯
峨
院
時
代
の
物
語
の
研
究

大
学
生
活
へ
期
待
膨
ら
む
新
入
生

２
０
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
。

は
じ
め
に
学
歌
を
斉
唱
し
、
続

い
て
入
学
許
可
宣
言
、
学
長
の
式

辞
、新
入
生
の
宣
誓
、学
部
長
・
研

究
科
長
・
機
関
長
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
。
最
後
に
学
生
歌
、
新
学
生

歌
が
斉
唱
さ
れ
、
厳
粛
な
う
ち
に

無
事
終
了
し
た
。

新
入
生
は
、
緊
張
と
期
待
が
入

り
混
じ
っ
た
面
持
ち
で
式
典
に

臨
ん
で
い
た
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
健
康

に
十
分
留
意
し
な
が
ら
勉
強
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
取
り
組
み
、
そ
の
後
の

人
生
の
財
産
と
な
る
よ
う
な
有

意
義
な
大
学
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
。

平
成
30
年
度
入
学
式
が
４
月

３
日
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン

タ
ー「
北
海
き
た
え
ー
る
」で
行
わ

れ
た
。

今
年
度
は
、
学
部
学
生
１
部

１
５
５
７
名
、
２
部
５
３
３
名
、

大
学
院
博
士
（
後
期
）
課
程
７
名
、

修
士
課
程
23
名
、
合
わ
せ
て
２
１

（単位/人）

学科 入学者

経
済

学部 研究科 入学者

経
営

法

人
文

工

経 済 学 科
386

地域経済学科

経 済 学 科
145

地域経済学科
経 営 学 科 195
経営情報学科 169
経 営 学 科 116
法 律 学 科

301
政 治 学 科
法 律 学 科

192
政 治 学 科
日本文化学科 124
英米文化学科 108
日本文化学科 46

英米文化学科 34
社会環境工学科 50
建 築 学 科 79
電子情報工学科 80
生 命 工 学 科 65

1 部　計 1,557

2 部　計 533

大学　　計 2,090

経済学研究科
5
1

経営学研究科
8

─

法学研究科
3
3

文学研究科
5
3

工学研究科
2

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程） ─

大学院　計 30

2,120

大　

学　

院

大学・大学院　計

平成30年度 入学者数

１
部

２
部

２
部

１
部

１
部

２
部

１
部

２
部

北海きたえーるで行われた入学式（4月3日）

平成30年度平成30年度

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

平成30年度平成30年度平成30年度

皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
北
海
学
園
大

学
は
１
９
５
２
年
に
創
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
礎
石
は
今
か

ら
１
３
３
年
前
の
１
８
８
５
年

に
据
え
ら
れ
ま
し
た
。
札
幌
農

学
校
第
３
期
生
の
大
津
和
多
理

�

�

�

が
創
設
し
た「
北
海
英
語
学
校
」

が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

本
日
の
式
辞
の
表
題
の
「
開

拓
精
神
君
知
る
や
」は
、新
学
生

歌「
北
の
都
に
」に
見
出
さ
れ
る

も
の
で
す
。
今
年
は
北
海
道
と

い
う
名
称
が
定
め
ら
れ
、
ま
た

開
拓
使
と
い
う
官
庁
が
で
き
て

か
ら
１
５
０
年
目
に
当
た
る
記

念
す
べ
き
年
で
す
。
札
幌
農
学

校
は
開
拓
使
の
事
業
の
一
環
と

し
て
１
８
７
６
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
本
学
の
初
代
学
長
で

あ
る
上
原
轍
三
郎
は
、
札
幌
農

学
校
の
卒
業
生
で
す
が
、
北
海

道
帝
国
大
学
教
授
を
退
官
後
、

本
学
の
学
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
彼
は
拓
殖
学
の
第
一
人
者

で
、
屯
田
兵
制
度
や
開
拓
土
地

制
度
に
関
す
る
著
書
を
遺
し
て

い
ま
す
。

本
学
の
建
学
の
精
神
は
「
開

拓
精
神
／
開
拓
者
精
神
」
で
す

が
、こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
の
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
」を
参
照
し
ま
し
ょ
う
。あ

る
学
者
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を

変
え
て
ア
メ
リ
カ
人
に
し
た
主

要
な
要
因
は
、
所
有
者
の
い
な

い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
で
あ

っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
は
、開
拓
地（
伐
採

と
開
墾
が
進
み
、
す
で
に
耕
作

と
統
治
と
に
服
し
て
い
る
土

地
）と
未
開
拓
地（
野
生
の
猛
獣

と
未
開
の
原
住
民
の
住
む
土

地
）の
間
に
、帯
状
に
横
た
わ
る

境
界
地
域
の
こ
と
で
す
。
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
に
生
き
る「
辺
境
人
」

（
frontiersm
an）は
、
衣
食

住
の
細
々
し
た
こ
と
か
ら
外
敵

か
ら
身
を
守
る
こ
と
に
至
る
ま

で
の
一
切
合
切
を
、「
自
分
自
身

の
力
で
」
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
警
察
も
消
防

も
病
院
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
う
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で

す
。
か
く
し
て
、「
独
立
独
行
」

（
self-reliance）
が
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
形
成
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
人
気
質
の
第
一
の
特
質
と
な

っ
た
の
で
す
。

「
開
拓
精
神
／
開
拓
者
精
神
」

は
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精

神
」
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま

す
。
そ
の
一
番
の
特
徴

た
る
「
独
立
独
行
」
は
、

「
官
に
依
拠
せ
ず
自
ら
歩
む
自

立
・
自
律
の
在
野
精
神
」
と
言

い
換
え
可
能
で
す
。「
自
立
」
と

「
自
律
」は
、
現
代
に
お
い
て
も

通
用
す
る
普
遍
的
な
行
動
原
理

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
本
学
の

建
学
の
精
神
を
読
み
解
く
キ
ー

ワ
ー
ド
な
の
で
す
。

社
会
へ
と
巣
立
っ
た
。

式
典
に
は
、
高
橋
は
る
み
北
海

道
知
事
、
森
本
正
夫
北
海
学
園
理

事
長
は
じ
め
、
多
く
の
学
園
関
係

者
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
教
職
員

や
ご
家
族
に
も
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
卒
業
生
、
修
了
生
は
卒
業
証

書
・
学
位
記
を
手
に
し
た
。

安
酸
学
長
は
式
辞

で
「
母
校
は
永
劫
の

す
み
か
、
永
遠
の
心

の
ふ
る
さ
と
」
と
強

調
し
、「
開
拓
精
神
／

開
拓
者
精
神
を
持
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
困

難
に
遭
遇
し
た
と

き
、
孤
独
感
に
苛
ま

れ
た
と
き
、
同
窓
生

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

強
い
味
方
に
な
る
。

大
い
な
る
連
帯
の
和

が
ま
す
ま
す
広
が
る

よ
う
に
」と
語
っ
た
。

ま
た
、
高
橋
は
る
み
知
事
か
ら

は
、
深
刻
な
人
口
減
少
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
な

ど
社
会
の
大
き
な
変
化
と
、
今

年
、
北
海
道
命
名
１
５
０
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、「
新
し
い
門
出
を
迎
え
た

皆
さ
ん
に
は
、
歴
史
と
伝
統
あ
る

北
海
学
園
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
誇
り
と
し
、
志
を
胸
に
、
未
来

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

本
学
卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
に

期
待
を
よ
せ
る
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。

同
日
午
後
か
ら
は
卒
業
祝
賀

会
が
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
、
恩
師
や
仲
間
と
大
学
生
活

４
年
間
の
思
い
出
話
や
記
念
撮

影
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

平
成
29
年
度
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
が
３
月
21
日
、
北
海

道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー「
北
海

き
た
え
ー
る
」
に
て
行
わ
れ
た

（
９
月
期
は
平

成
29
年
９
月

30
日
挙
行
）。

学
部
学
生
１
部
１
３
８
０
名
、

２
部
３
８
４
名
、
計
１
７
６
４
名

（
９
月
期
含
む
）、
大
学
院
修
了
生

26
名
（
９
月
期
含
む
）
が
新
た
に

学  科 累  計
29年度卒業生

経
済

経
営

法

人
文

工

１
部

２
部

１
部
２
部

１
部

２
部

１
部

２
部

経 済 学 科 144 19,755
地域経済学科 130 1,758
経 営 学 科 ─ 8,766
経 済 学 科 56 7,550
地域経済学科 42 531
経 営 学 科 ─ 3,291
経 営 学 科 184 2,126
経営情報学科 131 1,758
経 営 学 科 75 1,119
法 律 学 科 165 11,987
政 治 学 科 124 1,922
法 律 学 科 67 5,386
政 治 学 科 44 746
日本文化学科 92 2,122
英米文化学科 96 2,074
日本文化学科 37 873
英米文化学科 19 614

社会環境工学科 67 4,256
建 築 学 科 79 4,437
電子情報工学科
生 命 工 学 科

75 2,628

（修　士） ─ 201
（博士甲） 1 11
（博士乙） ─ 1
（修　士） 3 106
（博士甲） 1 13
（博士乙） ─ 5
（法・修士） 1 98
（政・修士） 1 25
（法・博士甲） ─ 9
（政・博士甲）
（博士乙）

─
─

1
4

（日・修士） 4 93
（英・修士） 1 28
（日・博士甲） ─ 3
（英・博士甲） 1 1
（日・修士乙） ─ 6
（建・修士）

経済学
研究科

経営学
研究科

法　学
研究科

文　学
研究科

工　学
研究科

6 147
（電・修士）
（生・修士）
（建・博士甲）
（電・博士甲）

─ 46

法務研究科（法務博士） 4 150

84,8341,707

大　
　

学　
　

院

大学・大学院　計

平成29年度 卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数

9月期
研究科 累  計

29年度修了生
9月期合計 合計

1
6
─
12
8
─
4
4
5
2
3
10
6
4
2
3
─
2
2
7

1 部　計 1,342 63,761
2 部　計 340 20,110
大学　計 1,682 83,87182

44
38

145
136
0
68
50
0

188
135
80
167
127
77
50
96
98
40
19
69
81
82

55 1721 56
1.380
384
1,764

─
─
─
─
─
─
─
─
─
1
─
─
─
─
─
─
─
─

1
─
1

1
7
7

─
─
─
─

大学院　計 25 963

（単位/人）

1
83

0
1
0
3
1
0
1
1
0
1
0
4
1
0
1
0
6
0
1
0
1
4
26

1,790

学部

平
成
29
年
度

卒
業
証

卒
業
証
書書
・・
学
位
記
授
与
式

学
位
記
授
与
式

卒
業
証

卒
業
証
書書
・・
学
位
記
授
与
式

学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

─
物
価
変
動
・
生
計
費
変
動
と
そ
の
利
用
─

『
石
清
水
物
語
』『
苔
の
衣
』

「
開
拓
精
神
君
知
る
や
」

安酸敏眞学長
入学式式辞
（要旨）

高
橋
は
る
み
知
事
か
ら
祝
辞

学部長から卒業証書・学位記を授与される卒業生

祝辞を述べる高橋はるみ北海道知事
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本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ

た
木
村
和
範
先
生
（
前
学
長
・
元

経
済
学
部
教
授
）、
小
島
康
次
先
生

（
元
経
営
学
部
教
授
）、
石
井
耕
先

生
（
元
経
営
学
部
教
授
）、
中
村
敏

子
先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、
中
元

啓
司
先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、
本

城
誠
二
先
生
（
元
人
文
学
部
教

授
）、
佐
々
木
博
明
先
生
（
元
工
学

部
教
授
）、
武
市
靖
先
生
（
元
工
学

部
教
授
）、
吉
田
文
夫
先
生
（
元
工

学
部
教
授
）
の
永
年
に
亘
る
教
育

研
究
、
大
学
運
営
、
社
会
活
動
の
功

績
に
対
し
４
月
２
日
、
札
幌
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
本
学
名
誉
教

授
の
称
号
が
安
酸
敏
眞
学
長
よ
り

授
与
さ
れ
た
。

▽
木�

村
 

�
�

和
範

�
�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
45
年
北
海
道
大
学
経
済
学

部
卒
業
、
昭
和
50
年
北
海
道
大
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
経
済
政
策
専
攻
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
平
成
15
年

経
済
学
博
士
（
九
州
大
学
）、
昭
和
50
年

本
学
経
済
学
部
講
師
、
昭
和
51
年
助
教

授
、昭
和
61
年
教
授（
経
済
統
計
学
な
ど

担
当
）、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課

程
教
授
（
経
済
統
計
学
特
殊
講
義
な
ど

担
当
）、
平
成
７
年
同
博
士
（
後
期
）
課

程
教
授
（
統
計
学
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
平
成
11
年
経
済
学
部
長
、
平
成
15

年
経
済
学
研
究
科
長
、
平
成
23
年
４
月

～
平
成
29
年
３
月
学
長
（
任
期
満
了
）、

平
成
29
年
４
月
本
学
教
授（
経
済
学
部
、

経
済
学
研
究
科
）

【
著
書
】『
統
計
的
推
論
と
そ
の
応
用
』、

『
標
本
調
査
法
の
生
成
と
展
開
』、『
ジ
ニ

係
数
の
形
成
』、『
ジ
ニ
の
統
計
理
論
』、

『
格
差
は「
見
か
け
上
」か
』
な
ど

▽
小�

島�
�

康�
�

次�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
教
育

学
修
士
）、昭
和
58
年
同
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学
、
同
年
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学

部
講
師
、昭
和
60
年
同
助
教
授
、平
成
元

年
本
学
教
養
部
助
教
授
、
平
成
４
年
教

授
、
平
成
10
年
経
済
学
部
教
授
、
平
成

14
年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
発
達
心
理
学
特
殊
講
義
な
ど
担

当
）、
平
成
16
年
経
営
学
部
教
授
（
認
知

心
理
学
な
ど
担
当
）、
平
成
18
年
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
発
達
心
理
学
特
殊

研
究
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
新
発
達
心
理
学

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
著
）、『
創
造
性
を

育
て
る
教
育
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
共

著
）、『
質
的
心
理
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
共
著
）

▽
石�

�

井�

耕�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
50
年
北
海

道
大
学
経
済
学
部
卒
業
、

同
年
㈱
三
菱
総
合
研
究

所
、
平
成
４
年
北
海
道
教

育
大
学
函
館
校
助
教
授
、

平
成
９
年
博
士
（
経
営

学
）（
北
海
道
大
学
）、
平

成
10
年
本
学
経
済
学
部

教
授
、平
成
15
年
経
営
学

部
教
授
（
企
業
行
動
な
ど

担
当
）、
平
成
12
年
大
学

院
経
営
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
（
企
業
行
動
論

特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、

平
成
14
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
企
業
行
動
論

特
殊
研
究
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
企

業
行
動
論
 第
３
版
』、

『「
日
本
企
業
の
能
力
主

義
人
事
政
策
」『
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
ス
日
本
の
企
業

シ
ス
テ
ム
 第
Ⅱ
期
』
 第

４
巻
』、『
現
代
日
本
企
業

の
経
営
者
』

▽
中
村

�
�
�
�

敏�
�

子�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
50
年
東
京
大
学
法
学
部
卒

（
法
学
士
）、
昭
和
60
年
北
海
道
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
修
士
課
程

修
了
（
法
学
修
士
）、
昭
和
63
年
同
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
平
成
５
年

法
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
50
年

東
京
都
職
員
、
昭
和
63
年
北
海
道
大
学

法
学
部
助
手
、
平
成
６
年
本
学
教
養
部

助
教
授
、平
成
８
年
教
授（
現
代
政
治
理

論
な
ど
担
当
）、平
成
11
年
大
学
院
法
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
政
治
思
想
史

特
論
な
ど
担
当
）、
平
成
16
年
博
士
（
後

期
）課
程
担
当（
政
治
思
想
史
特
殊
研
究

な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
福
沢
諭
吉
文
明

と
社
会
構
想
』、『
福
沢
諭
吉
家
族
論

集
』、『
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
権
論
』

▽
中
元

�
�
�
�

啓�
�

司�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
51
年
中
央
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
民
事
法
専
攻
修
士
課
程
修
了

（
法
学
修
士
）、
昭
和
56
年
同
博
士
課
程

単
位
取
得
満
期
退
学
、
昭
和
56
年
中
央

大
学
法
学
部
講
師
、
昭
和
56
年
本
学
法

学
部
講
師
、昭
和
58
年
助
教
授
、平
成
２

年
教
授（
商
法
な
ど
担
当
）お
よ
び
同
大

学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
有

価
証
券
法
特
論
な
ど
担
当
）、平
成
10
年

同
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
商
法
特
殊

研
究
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「
ヤ
フ
ー

事
件
・
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
事
件
の
検
討
─
取
締

役
の
法
令
遵
守
義
務
と
法
人
税
法
１
３

２
条
の
２
─
（
北
海
学
園
大
学
法
学
部

50
周
年
記
念
論
文
集
 次
世
代
へ
の
挑

戦
─
法
学
部
半
世
紀
の
伝
統
を
糧
に

─
）」、「
海
上
物
品
運
送
契
約
と
運
送
契

約
の
当
事
者（
海
法
大
系
・
日
本
海
法
会

創
立
百
周
年
祝
賀
・
商
事
法
務
研
究

会
）」

▽
本�

�

城�
�
�

誠�
�

二�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
英
米
文
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
（
文
学
修
士
）、
昭
和
55
年
本
学
教

養
部
講
師
、
平
成
10
年
共
通
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
平
成
13
年
経
済
学

部
教
授
、平
成
19
年
人
文
学
部
教
授（
北

米
文
化
論
、
専
門
演
習
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
Crossing Bor-

ders―
―
ジ
ャ
ズ
／
ノ
ワ
ー
ル
／
ア
メ

リ
カ
文
化
』（
単
著
）、『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』（
共
著
）、論
文
：

「
Black Face, W
hite Skin―
―

『
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
』
に
お
け
る
人
種
の

政
治
学
」（
単
著
）

▽
佐
々
木

�

�

�

博
明

�
�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
51
年
３
月
東
洋
大
学
大
学

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

教
育
振
興
会
に
平
成
29
年
度

も
多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
尊
い
お
志
に
た
い
し
ま

し
て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
29
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算
報

告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は
次

の
通
り
で
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼

10
万
円
未
満

飯
野
海
彦
、
岩
倉
玲
、
内
田
和
浩
、

加
藤
正
晴
、
小
松
か
お
り
、
佐
々
木
啓

明
、
佐
藤
剛
、
佐
藤
哲
身
、
佐
藤
芳
彰
、

柴
田
崇
、
高
木
裕
之
、
武
市
靖
、
竹
田

直
弘
、
田
中
昭
憲
、
堂
柿
栄
輔
、
中
川

か
ず
子
、
仲
丸
英
起
、
稗
貫
俊
文
、
堀

内
彰
、
増
地
あ
ゆ
み
、
水
谷
武
臣
、
水

野
谷
武
志

他
匿
名
３
名

▼

10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

森
下
宏
美

▼
金
額
非
公
開

伊
熊
克
己
、石
嶋
芳
臣
、上
野
誠
治
、魚

住
純
、
大
石
和
久
、
北
原
寛
子
、
笹
川

雅
司
、
佐
藤
信
、
須
田
一
弘
、
中
村
寿

司
、
福
田
都
代
、
真
柄
祥
吾
、
宮
入
隆
、

安
酸
敏
眞
、
許
士
達
広

他
匿
名
７
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼

10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

北
海
学
園
教
職
員
組
合
大
学
班
　

他
匿
名
１
社

▼
金
額
非
公
開

北
海
学
園
生
活
協
同
組
合

他
匿
名
１
社

【
平
成
29
年
度
寄
付
金
合
計
】

２
、
９
８
３
、
０
７
７
円

【
寄
付
金
累
計
】

４
４
、
２
１
１
、
６
６
４
円

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

寄
付
者
ご
芳
名

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
住
宅

メ
ー
カ
ー
勤
務
後
昭
和
53
年
４
月
本
学

工
学
部
専
任
講
師
、58
年
同
助
教
授
、平

成
２
年
同
教
授
。（
建
築
環
境
基
礎
、
建

築
環
境
計
画
Ⅰ
等
を
担
当
、
大
学
院
工

学
研
究
科
で
は
温
熱
環
境
計
画
特
論
等

を
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
：『
積
雪
寒

冷
型
ア
ト
リ
ウ
ム
の
計
画
と
設
計
』、
単

著
：『
北
海
道
の
木
造
戸
建
住
宅
に
お

け
る
熱
的
性
能
と
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

動
向
』、
共
著
：『
住
宅
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
の
性
能
に
関
す
る
調
査
研
究
』等
、寒

冷
地
住
宅
の
温
熱
環
境
と
暖
房
・
換
気

に
関
す
る
研
究
・
調
査
。

▽
武
市

�
�
�
�

靖�
�
�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
48
年
北
海
道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
、
平
成
５
年
博
士
（
工
学
、
北
海
道

大
学
）、
昭
和
48
年
日
本
工
営
㈱
入
社
、

昭
和
54
年
本
学
工
学
部
講
師
、
昭
和
57

年
同
助
教
授
、平
成
元
年
同
教
授（
道
路

工
学
、
寒
冷
地
舗
装
工
学
な
ど
担
当
）、

同
大
学
院
博
士
後
期
課
程
担
当
（
寒
冷

地
道
路
工
学
特
別
講
義
Ⅰ
･Ⅱ
な
ど
担

当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
道
路
工
学
』、『
舗

装
工
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
６
 積
雪
寒
冷
地

の
舗
装
』、
論
文
：
土
木
学
会
論
文
集

「
路
面
テ
ク
ス
チ
ャ
と
湿
潤
・
凍
結
路

面
に
お
け
る
走
行
安
全
性
と
の
関
係
に

関
す
る
研
究
」、「
凍
結
路
面
の
す
べ
り

抵
抗
特
性
お
よ
び
凍
結
抑
制
効
果
の
定

量
的
評
価
方
法
に
関
す
る
研
究
」

▽
吉�

�

田�

文�
�

夫�

名
誉
教
授

【
略
歴
】昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
応
用
物
理
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
（
工
学
博
士
）、
昭
和
55
年
北
海

道
大
学
工
学
部
助
手
、
昭
和
57
年
日
立

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
㈱
、
昭
和
61
年
本
学
工
学
部
土

木
工
学
科
助
教
授
、
平
成
３
年
工
学
部

社
会
環
境
工
学
科（
旧
土
木
工
学
科
）教

授
、
平
成
５
年
大
学
院
工
学
研
究
科
建

設
工
学
専
攻（
土
木
系
）修
士
課
程
担
当

教
授
、
平
成
24
年
工
学
部
生
命
工
学
科

教
授
、
平
成
28
年
大
学
院
工
学
研
究
科

電
子
生
命
情
報
工
学
専
攻
修
士
課
程
担

当
教
授

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
［
共
著
］：

Com
puter-Sim
ulated Scatter-

ing of Lattice Solitons from

Im
purity 
at 
Free 
Boundary,

Statistical M
echanics of the

Toda Lattice based on Soliton

Dynam
ics, Exact Solutions of a

Difference-Difference Nonliner

Equation  with the m
KdV Type

Soliton
◆

◆

◆

◆

◆

◆

人
文
学
部
初
代
学
部
長
、
そ
し

て
、
大
学
院
文
学
研
究
科
の
創
設

に
も
尽
力
さ
れ
た
菱
川
善
夫
先

生（
故
人
）は
、現

代
短
歌
を
リ
ー

ド
す
る
評
論
家

と
し
て
最
晩
年

ま
で
健
筆
を
ふ

る
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。短
歌
史

を
研
究
す
る
私
の
、
文
字
通
り
の

恩
師
で
す
が
、
そ
の
菱
川
先
生
に

よ
う
や
く
嬉
し
い
報
告
が
で
き

そ
う
で
す
―
―

現
代
の
最
前
線
歌
人

山�
�

田�

航�
�
�

さ
ん
が

修
士
課
程
を
修
了

第
一
歌
集
『
さ
よ
な
ら
バ
グ
・

チ
ル
ド
レ
ン
』（
ふ
ら
ん
す
堂
）

で
、
第
57
回
現
代
歌
人
協
会
賞

や
、
第
４
回
早
稲
田
大
学
坪
内
逍

遥
大
賞
奨
励
賞
な
ど
複
数
の
賞

を
受
賞
。
評
論
で
も
、
第
27
回
現

代
短
歌
評
論
賞
を
受
賞
し
、
論
作

と
も
に
現
代
短
歌
の
最
前
線
走

者
で
あ
る
山
田
航
さ
ん
が
、
こ
の

春
、
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

修
士
学
位
論
文
の
タ
イ
ト
ル

は
、「
歌
誌
『
日
光
』
に
お
け
る
口

語
短
歌
運
動
」。
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
期
の
歌
誌
「
日
光
」
を
全

冊
精
読
し
、
従
来
の
短
歌
史
的
意

義
付
け
と
は
異
な
る
、
新
た
な
意

義
づ
け
に
挑
ん
だ
論
文
で
し
た
。

北
原
白
秋
論
と
し
て
も
新
味
を

加
え
て
お
り
、「
精
読
」
と
い
う
地

道
で
誠
実
な
作
業
が
、
実
を
結
ん

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
に
は
札
幌
市
の

文
化
奨
励
賞
も
受
賞
し
て
お
り
、

今
後
も
ず
っ
と
札
幌
で
活
動
を

続
け
る
と
い
う
、
心
強
い
存
在
で

す
。

卒
業
生・石
井
僚
一
さ
ん
が

第
一
歌
集
を
刊
行

ま
た
、
人
文
学
部
卒
業
生
で
、

第
57
回
短
歌
研
究
新
人
賞
を
受

賞
し
た
石
井
僚
一
さ
ん
（
２
０
１

１
年
度
卒
業
）が
、初
の
歌
集『
死

ぬ
ほ
ど
好
き
だ
か
ら
死
な
ね
ー

よ
』（
短
歌
研
究
社
）
を
上
梓
し
、

話
題
を
集
め
て
い
ま
す
。

瞬
発
力
抜
群
の
石
井
さ
ん
は
、

全
国
各
地
で
歌
会
も
開
催
し
、
す

で
に
若
手
歌
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
的
な
存
在
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
関
東
在
住
で
す

が
、
そ
の
石
井
僚
一
さ
ん
の
歌
集

批
評
会
を
、
母
校
で
あ
る
本
学
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
７
日
（
土
）
15
～
17
時
、

２
号
館
３
階
31
番
教
室

（
開
場
は
14
時
）
で
、
入

場
無
料
で
す
。
ゲ
ス
ト

に
、
前
述
の
山
田
航
さ
ん
、
そ
し

て
、
札
幌
出
身
の
新
鋭
詩
人
・
文�

月�
�

悠
光

�

�

さ
ん
も
お
迎
え
し
ま
す
。

詩
歌
に
関
心
の
あ
る
方
々
は
じ

め
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
ど
う

ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は
、
人
文

学
部
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
案
内
し
ま

す
）。

「
短
歌
を
研
究
／
創
作
す
る
な

ら
、
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部

へ
！
」
―
―
そ

ん
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
目
指

し
て
、
私
も
研

究
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

人
文
学
部
教
授田�

中�
�

綾�
�歌

壇
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

トピックストピックストピックス 515151

石井僚一歌集『死ぬほど
好きだから死なねーよ』

法学部教授

中
� �

村
� �

寿
� �

司
�

１
９
９
３
年
に
教
養
部
教
員

と
し
て
北
海
学
園
に
赴
任
し
、
現

在
は
法
学
部
に
所
属
し
な
が
ら

担
当
し
て
い
る
科
目
の
ひ
と
つ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、「
外

国
書
講
読
（「
人
文
科
学
特
別
講

義
」
と
同
時
開
講
）」
と
い
う
、
少

人
数
対
象
科
目
で
す
。

そ
こ
で
の
共
通
テ
ー
マ
は
「
古

典
と
教
養
の
融
合
」
で
す
。
教
室

で
は
、
熱
意
あ
る
少
数
の
学
生
達

が
、
各
自
の
専
門
を
離
れ
、
辞
書

を
片
手
に
原
書
と
格
闘
し
て
い

ま
す
。

昨
年
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、

近
代
合
理
主
義
の
祖
と
言
わ
れ

る
デ
カ
ル
ト
が
、
17
世
紀
に
学
者

の
言
語
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
を
排

し
、
当
時
の
庶
民
の
こ
と
ば
で
あ

る
「
フ
ラ
ン
ス
語
」
を
用
い
て
書

い
た
『
方
法
序
説
』
で
す
。

著
者
は
、
こ
の
啓
蒙
書
の
巻
頭

に
お
い
て
、「
良
識（
bon sens）

は
、
こ
の
世
で
最
も
公
平
に
配
分

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
宣
言

し
、「
即
断
」
と
「
偏
見
」
を
避
け

な
が
ら
理
性
に
基
づ
く
「
方
法

（
m
éthode）」に
従
え
ば
、諸
科

学
に
お
い
て
必
ず

「
真
理
」に
到
達
す

る
こ
と
が
で
き
る

と
主
張
し
ま
す
。

そ
し
て
「
我
思

う
、故
に
我
あ
り
」

を
哲
学
の
「
第
一

原
理
」に
据
え
、人

間
の
尊
厳
は
、「
明

晰
・
判
明
知
」
に

あ
る
と
説
き
ま
す

（
同
時
代
、パ
ス
カ

ル
は
人
間
を
「
一

本
の
考
え
る
葦

（
roseau）」に
例

え
ま
し
た
）。

17
世
紀
フ
ラ
ン
ス
は
、
真
に

「
思
考
」
に
全
幅
の
信
頼
を
置
い

た
「
古
典
」
の
時
代
で
し
た
。

今
年
度
の
テ
キ
ス
ト
『
星
の
王

子
さ
ま
』
は
、
１
９
４
３
年
の
出

版
以
来
、
わ
ず
か
70
年
あ
ま
り
の

間
に
、
世
界
２
０
０
以
上
の
言
語

に
翻
訳
さ
れ
、
１
億
５
千
万
部
が

発
行
さ
れ
た
と
い
う
「
現
代
の
聖

「古典」と「教養」

名
誉
教
授
称
号
記
授
与
式
に
て
。前
列
左
か
ら
武
市

靖
名
誉
教
授
、本
城
誠
二
名
誉
教
授
、安
酸
学
長
、木

村
和
範
名
誉
教
授
、石
井
耕
名
誉
教
授
、後
列
左
３

人
目
か
ら
吉
田
文
夫
名
誉
教
授
、佐
々
木
博
明
名
誉

教
授
、中
村
敏
子
名
誉
教
授
、中
元
啓
司
名
誉
教
授

◆

◆

◆

書
」
で
す
。

作
品
の
中
で
、
人
間
達
の
嫌
わ

れ
者
の
キ
ツ
ネ
が
、
王
子
と
の
別

れ
に
際
し
「
心
で
見
な
く
ち
ゃ
、

も
の
ご
と
は
よ
く
見
え
な
い
。
か

ん
じ
ん
な
こ
と
は
、
目
に
見
え
な

い
ん
だ
よ
」
と
、
そ
っ
と
教
え
ま

す
。ま

た
、
別
の
箇
所
で
は
、
砂
漠

の
中
に
咲
く
一
輪
の
花
が
、
王
子

に
対
し
次
の
よ
う
に
言
い
、「
根

無
し
草
」
の
人
間
に
同
情
を
寄
せ

ま
す
：「
人
間
は
風
に
飛
ば
さ
れ

る
で
し
ょ
。
根
が
な
く
て
生
き
る

の
っ
て
大
変
よ
ね
」・
・
・
。

（
通
常
の
講
義
が
終
わ
っ
た

「
第
５
限
」
に
、
わ
ざ
わ
ざ
難
し
い

外
国
語
の
文
献
と
格
闘
す
る
学

生
諸
君
は
、
ど
こ
か
「
星
の
王
子

さ
ま
」
に
似
て
、
純
朴
で
素
敵
で

す
。
少
し
ゴ
マ
を
擂
っ
て
い
ま
す

か
？
）

◀石井僚一
歌集批評会
申込QRコード
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平
成
23
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
公
共
政
策
論
特
論
、
公
共
政
策
論

特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年

法
学
部
長
、
平
成
28
年
開
発
研
究
所

長
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会
会
長
、
平
成

29
年
法
学
部
長
再
任

▼
人
文
学
部
長
　

上�
�

野�

誠�
�

治�

教
授

昭
和
58
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
英

米
文
学
専
攻
修

士
課
程
修
了（
文
学
修
士
）、
昭
和
62

年
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
英
米
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
昭
和
62
年
東
日
本

学
園
大
学
教
養
部
講
師
（
現
北
海
道

医
療
大
学
）、
昭
和
63
年
釧
路
公
立

大
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
４
年
本

学
教
養
部
助
教
授
、
平
成
10
年
人
文

学
部
助
教
授
、
平
成
15
年
教
授
（
英

語
学
概
論
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
、
平
成
27
年
博
士
（
後
期
）
課
程

担
当
（
欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文

指
導
特
殊
演
習
な
ど
担
当
）、
平
成

28
年
人
文
学
部
長

▼
工
学
部
長
　魚

住
�
�
�
�

純�
�
�

教
授

昭
和
56
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了（
工
学
博
士
）、
昭

和
61
年
同
大
学
助
手
、
平
成
元
年
同

助
教
授
、
平
成
11
年
本
学
教
授
（
光

工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
工
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
同
博
士
課

程
担
当
（
光
シ
ス
テ
ム
工
学
特
別
講

義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
18
年
入
試

部
長
、
平
成
30
年
工
学
部
長

▼
経
済
学
研
究
科
長
　

森
下

�
�
�
�

宏�
�

美�

教
授

昭
和
58
年
福
島

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経

済
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
（
経
済
学
修
士
）、
昭
和

61
年
北
海
道
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
経
済
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
、
昭
和
61
年
北
海
道

大
学
経
済
学
部
助
手
、
平
成
元
年
釧

路
短
期
大
学
講
師
、
平
成
７
年
本
学

経
済
学
部
助
教
授
 、平
成
10
年
教
授

（
経
済
学
史
な
ど
担
当
）、
 大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成

15
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
経

済
学
史
特
殊
講
義
 、
経
済
学
史
特
殊

研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
18
年
教
務

セ
ン
タ
ー
長
、
平
成
24
年
経
済
学
部

長
、
平
成
28
年
経
済
学
研
究
科
長

▼
経
営
学
研
究
科
長
　

大
平

�
�
�
�

義
隆

�
�
�
�

教
授

昭
和
62
年
早
稲

田
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
博

士
前
期
課
程
修

了（
商
学
修
士
）、
平
成
４
年
専
修
大

学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
同
年
信
州

短
期
大
学
講
師
、
平
成
７
年
同
助
教

授
、
平
成
10
年
新
潟
経
営
大
学
助
教

授
、
平
成
15
年
本
学
経
営
学
部
教
授

（
経
営
学
概
論
な
ど
担
当
）、
平
成
16

年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
（
経
営
組
織
論
特
殊
講
義
、

経
営
組
織
論
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
平
成
20
年
博
士（
後
期
）課
程

担
当
、
同
年
就
職
部
長
、
平
成
29
年

経
営
学
研
究
科
長

▼
法
学
研
究
科
長
　

福�
�

士�

明�
�
�

教
授

昭
和
56
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
公

法
専
攻
修
士
課

程
修
了（
法
学
修
士
）、
昭
和
56
年
同

博
士
課
程
中
退
、
昭
和
56
年
北
海
道

大
学
法
学
部
助
手
、
昭
和
60
年
北
海

道
工
業
大
学
教
養
部
講
師
、
平
成
３

年
札
幌
大
学
法
学
部
助
教
授
、
平
成

10
年
同
教
授
、
平
成
21
年
本
学
法
学

部
教
授
（
行
政
法
な
ど
担
当
）、
大
学

院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平

成
22
年
同
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
行
政
法
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平

成
23
年
法
務
研
究
科
専
門
職
学
位
課

程
兼
担
、
平
成
30
年
法
学
研
究
科
長

▼
文
学
研
究
科
長
　

菅�
�

泰�
�

雄�

教
授

昭
和
57
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
国

文
学
専
攻
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
、
同
年
国
立
旭

川
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師
、
昭
和

58
年
同
助
教
授
、
平
成
５
年
本
学
人

文
学
部
教
授
、
平
成
18
年
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
日
本
語

研
究
特
殊
講
義
Ⅲ
な
ど
担
当
）、
平

成
28
年
博
士
（
後
期
）課
程
担
当（
日

本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊

演
習
Ⅵ
Ａ
な
ど
担
当
）、
平
成
29
年

文
学
研
究
科
長

▼
工
学
研
究
科
長
　

佐�

藤�
�

哲�
�

身�

教
授

昭
和
51
年
室
蘭

工
業
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科

建
築
工
学
専
攻

修
士
課
程
修
了（
工
学
修
士
）、
平
成

６
年
博
士
（
工
学
［
室
蘭
工
業
大

学
］）、
昭
和
51
年
室
蘭
工
業
大
学
工

学
部
助
手
、
昭
和
57
年
本
学
工
学
部

講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、
平
成

２
年
同
教
授
（
建
築
環
境
計
画
な
ど

担
当
）、
平
成
３
年
大
学
院
工
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
７
年
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
都
市
環
境

評
価
特
論
、
音
環
境
計
画
特
別
講
義

な
ど
担
当
）、
平
成
24
年
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
平
成
29
年
工
学

研
究
科
長

▼
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）長

松
久

�
�
�
�

三
四

�

�

彦�
�

教
授

昭
和
56
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
退

学
、
昭
和
56
年
小
樽
商
科
大
学
短
期

大
学
部
講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教

授
、
昭
和
60
年
金
沢
大
学
法
学
部
助

教
授
、
平
成
３
年
同
教
授
、
平
成
６

年
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
、
平
成

12
年
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

教
授
、
平
成
27
年
本
学
大
学
院
法
務

研
究
科
教
授
（
民
法
Ⅰ
な
ど
担

当
）・
法
学
部
教
授
、
平
成
29
年
法

務
研
究
科
長

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

荻
原

�
�
�
�

克�
�

男�

経
済
学
部
教
授

平
成
３
年
北
海

道
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

教
育
制
度
専
攻

博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平

成
６
年
博
士
（
教
育
学
）（
北
海
道
大

学
）、
平
成
３
年
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
、
平
成
４
年
上
越
教
育

大
学
学
校
教
育
学
部
助
手
、
平
成
９

年
同
講
師
、
平
成
11
年
同
助
教
授
、

平
成
17
年
同
教
授
、平
成
21
年
本
学

経
済
学
部
教
授
（
教
育
学
概
論
な
ど

担
当
）、
平
成
27
年
大
学
院
経
済
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
教
育
社
会
経
済
論

特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年

教
務
セ
ン
タ
ー
長

▼
学
生
部
長
　

鈴�
�

木�

美
佐
子

�

�

�

法
学
部
教
授

昭
和
63
年
お
茶

の
水
女
子
大
学

大
学
院
人
文
科

学
研
究
科
哲
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）、

平
成
４
年
お
茶
の
水
女
子
大
学
大

学
院
人
間
文
化
研
究
科
比
較
文
化

学
専
攻
博
士
課
程
単
位
修
得
退
学
、

平
成
４
年
東
京
工
業
大
学
工
学
部

助
手
、
平
成
８
年
東
京
工
業
大
学
大

学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
助
手
、
平

成
10
年
本
学
法
学
部
助
教
授
、
平
成

17
年
教
授（
論
理
学
な
ど
担
当
）、
大

学
院
法
務
研
究
科
専
門
職
学
位
課

程
兼
担
、
平
成
28
年
学
生
部
長

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

田�

村�
�

卓�
�

哉�

経
営
学
部
教
授

昭
和
58
年
北
海

道
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

教
育
学
専
攻
修

士
課
程
修
了（
教
育
学
修
士
）、
昭
和

62
年
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
教
育
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
昭
和
62
年

北
見
工
業
大
学
講
師
、
平
成
２
年
北

見
工
業
大
学
助
教
授
、
平
成
15
年
本

学
助
教
授
、
平
成
16
年
大
学
院
経
営

学
研
究
科
経
営
学
専
攻
修
士
課
程

兼
担
、
平
成
19
年
教
授
（
心
的
情
報

処
理
な
ど
担
当
）、
平
成
28
年
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

▼
入
試
部
長
  

岡
崎

�
�
�
�

敦�
�

男�

工
学
部
教
授

昭
和
54
年
京
都

大
学
理
学
部
卒

業
、
昭
和
56
年

同
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科
宇
宙
物
理
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、
昭
和
60
年
同
博
士
課

程
修
了（
理
学
博
士
）、
昭
和
61
年
本

学
教
養
部
講
師
、
平
成
６
年
助
教

授
、
平
成
10
年
同
工
学
部
助
教
授
、

平
成
16
年
教
授
（
宇
宙
科
Ⅰ
・
Ⅱ
な

ど
担
当
）、
平
成
27
年
大
学
院
工
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
科
学
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
30
年
入
試
部
長

▼
図
書
館
長
　

大
谷

�
�
�
�

通
順

�
�
�
�

人
文
学
部
教
授

昭
和
60
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
中

国
文
学
専
攻
博

士
課
程
中
退
、
昭
和
61
年
北
海
道
大

学
助
手（
文
学
部
文
部
教
官
）、
平
成

元
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
４
年

同
助
教
授
、
平
成
９
年
同
教
授
、
平

成
10
年
人
文
学
部
教
授
（
中
国
文
学

Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成
18
年
大
学
院

文
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成

28
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
日

本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特

殊
演
習
Ⅴ
Ａ
な
ど
担
当
）、
平
成
29

年
図
書
館
長

▼
開
発
研
究
所
長
　

西
村

�
�
�
�

宣
彦

�
�
�
�

経
済
学
部
教
授

平
成
９
年
京
都

大
学
経
済
学
部

卒
業
、
平
成
15

年
同
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経
済
動
態
分
析
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
（
経
済
学

修
士
）、
平
成
15
年
本
学
経
済
学
部

講
師
、
平
成
21
年
准
教
授
、
平
成
23

年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
29
年
教
授
（
地
方
財

政
論
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年
開
発

研
究
所
長

▼
経
済
学
部
長
　

古�
�

林�
�
�

英
一

�
�
�
�

教
授

昭
和
62
年
京
都

大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
農
林

経
済
学
専
攻
博

士
課
程
中
退
、
博
士
（
農
学
）（
京
都

大
学
）、
同
年
南
九
州
大
学
園
芸
学

部
講
師
、
平
成
４
年
同
助
教
授
、
平

成
５
年
北
海
道
大
学
水
産
学
部
講

師
、
平
成
７
年
同
助
教
授
、
平
成
12

年
本
学
経
済
学
部
教
授
（
環
境
経
済

論
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
環
境
政
策
特
殊

研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年
経

済
学
部
長

▼
経
営
学
部
長
　

伊�

藤�
�

友
章

�
�
�
�

教
授

平
成
２
年
明
治

大
学
法
学
部
法

律
学
科
卒
業
、

平
成
５
年
同
大

学
大
学
院
商
学
研
究
科
商
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
修
了
（
商
学
修
士
）、

平
成
８
年
同
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
、
平
成
８
年
本
学
経
済
学
部
講

師
、
平
成
10
年
助
教
授
、
平
成
15
年

経
営
学
部
助
教
授
、
平
成
16
年
大
学

院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

平
成
19
年
教
授
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
殊
研
究
な

ど
担
当
）、
平
成
30
年
経
営
学
部
長

▼
法
学
部
長
　樽�

�

見�

弘
紀

�
�
�
�

教
授

平
成
３
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
大
学

公
共
経
営
大
学

院
修
士
課
程
修

了（
行
政
学
修
士
）、
平
成
11
年
立
教

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
、
平
成
11
年
本
学
法
学
部
講
師
、

平
成
12
年
同
助
教
授
、平
成
17
年
同

教
授（
公
共
政
策
論
な
ど
担
当
）、
大

学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

平成
30年度

元
工
学
部
教
授
で
本
学
名
誉
教

授
の
松�

�

田�

浩�
�
�

先
生（
84
歳
）が
平
成

30
年
３
月
９
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

《
ご
経
歴
》
昭
和
31
年
北
海
道
大
学

文
学
部
文
学
科
卒
業
、
昭
和
33
年
同

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
米
文

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修

士
）、
昭
和
33
年
北
海
道
室
蘭
栄
高

等
学
校
教
諭
、
昭
和
43
年
札
幌
短
期

大
学
専
任
講
師
、
昭
和
45
年
同
助
教

授
、
昭
和
49
年
同
教
授
、
昭
和
50
年

本
学
教
養
部
教
授
、
昭
和
59
年
学
生

部
長
、
平
成
10
年
共
通
教
育
・
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
、
平
成
13
年
工
学
部

教
授
、
平
成
14
年
退
職
。「
英
語
、
英

語
講
読
、
外
国
文
学
」
な
ど
担
当
。

［
教
　
員
］

平
成
29
年
９
月
24
日
付

▽
大
学
院
工
学
研
究
科
 教
授
・
工
学

部
 教
授
 佐
藤
邦
宏

平
成
30
年
２
月
12
日
付

▽
法
学
部
 教
授
 川
谷
茂
樹

平
成
30
年
３
月
31
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
 教
授
・
経

済
学
部
 教
授
 木
村
和
範
▽
大
学
院
経

営
学
研
究
科
 教
授
・
経
営
学
部
 教
授

小
島
康
次
▽
大
学
院
経
営
学
研
究
科

教
授
・
経
営
学
部
 教
授
 石
井
耕
▽
大

学
院
法
学
研
究
科
 教
授
・
法
学
部
 教

授
 中
元
啓
司
▽
大
学
院
法
学
研
究
科

教
授
・
法
学
部
 教
授
 中
村
敏
子
▽
大

学
院
文
学
研
究
科
 教
授
・
人
文
学
部

教
授
 本
城
誠
二
▽
大
学
院
工
学
研
究

科
 教
授
・
工
学
部
 教
授
 武
市
靖
▽

大
学
院
工
学
研
究
 教
授
・
工
学
部
 教

授
 佐
々
木
博
明
▽
大
学
院
工
学
研
究

科
 教
授
・
工
学
部
 教
授
 吉
田
文
夫

▽
工
学
部
 教
授
 杉
村
徹
▽
工
学
部

教
授
 買
買
提
力
提
甫
▽
工
学
部
 准
教

授
 切
替
英
雄
▽
大
学
院
法
務
研
究
科

教
授
・
法
学
部
 教
授
 丸
山
治
▽
大
学

院
法
学
研
究
科
 教
授
・
法
学
部
 教
授

松
尾
秀
哉
▽
経
済
学
部
（
図
書
館
学
課

程
） 講
師
 菅
原
英
一
▽
経
営
学
部（
教

職
課
程
）
 講
師
 大
内
修
吾
▽
工
学
部

（
教
職
課
程
）
講
師
 伊
藤
茂
樹

     平
成
30
年
３
月
31
日
付

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
佐
藤
信
▽
経

営
学
部
長
（
教
授
）
石
嶋
芳
臣
▽
工
学

部
長
（
教
授
）
真
柄
祥
吾
▽
大
学
院
法

学
研
究
科
長
（
教
授
）
佐
藤
克
廣
▽
教

退
　
職

解
　
任

講
師
 船
川
大
樹
▽
工
学
部
 准
教
授

楊
安
娜
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
 教

授
・
法
学
部
 教
授
 丸
山
治
▽
経
営
学

部
（
教
職
課
程
）
講
師
 後
藤
哲
▽
人
文

学
部
（
教
職
課
程
）
講
師
 上
野
直
幸
▽

工
学
部
（
教
職
課
程
）
講
師
 伊
藤
茂
樹

▽
経
済
学
部
（
図
書
館
学
課
程
）
講
師

松
本
秀
人

平
成
30
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
博
）
教
授

川
村
雅
則
▽
大
学
院
法
学
研
究
科

（
博
）
教
授
 館
田
晶
子
▽
大
学
院
法
務

研
究
科
（
博
）
教
授
 松
久
三
四
彦
▽

大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授
 小

幡
卓
司
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）

教
授
 岡
本
浩
一
▽
大
学
院
経
済
学
研

究
科
（
修
）
准
教
授
 早
㞍
正
宏
▽
大
学

院
経
済
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
 宇

土
至
心
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
（
修
）

准
教
授
 小
柳
敦
史
▽
大
学
院
工
学
研

究
科
（
修
）
教
授
 植
松
武
是
▽
大
学
院

工
学
研
究
科
（
修
）
教
授
 笹
森
崇
行
▽

大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）
教
授
 水
谷

武
臣
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）
准

教
授
 菅
原
滋
晴
▽
大
学
院
工
学
研
究

科
（
修
）
准
教
授
 佐
藤
晴
彦

［
職
　
員
］

平
成
29
年
12
月
31
日
付

▽
工
学
部
 臨
時
事
務
員
 小
澤
糸
貴
子
              

平
成
30
年
２
月
17
日
付

▽
学
生
部
学
生
課
 課
長
 吉
村
武
彦

平
成
30
年
３
月
31
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
・
大
学
院
法

務
研
究
科
・
法
学
部
 事
務
長
 笹
川
雅

司
▽
工
学
部
 臨
時
事
務
員
 高
橋
和
彦

▽
工
学
部
 臨
時
事
務
員
 青
木
涼
馬
▽

事
務
部
庶
務
課
 臨
時
労
務
職
員
 松
實

忍
▽
工
学
部
 事
務
嘱
託
 川
村
憲
治
　

大
学
院
担
当
発
令

退
　
職

務
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
山
田
誠
治
▽

入
試
部
長
（
教
授
）
元
木
邦
俊
▽
開
発

研
究
所
長
（
教
授
）
樽
見
弘
紀

平
成
30
年
４
月
１
日
付

※
再
任
を
含
む

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
古
林
英
一
▽

経
営
学
部
長
（
教
授
）
伊
藤
友
章
▽
人

文
学
部
長
（
教
授
）
上
野
誠
治
▽
工
学

部
長
（
教
授
）
魚
住
純
▽
大
学
院
経
済

学
研
究
科
長
（
教
授
）
森
下
宏
美
▽
大

学
院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）
福
士
明

▽
教
務
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
荻
原
克

男
▽
学
生
部
長
（
教
授
）
鈴
木
美
佐
子

▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）

田
村
卓
哉
▽
入
試
部
長
（
教
授
）
岡
崎

敦
男
▽
図
書
館
長
（
教
授
）
大
谷
通
順

 ▽
開
発
研
究
所
長
（
教
授
）
西
村
宣
彦
 

平
成
30
年
４
月
1
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科（
修
）教
授
・

経
済
学
部
 教
授
 越
後
修
▽
大
学
院
経

済
学
研
究
科
（
修
）
教
授
・
経
済
学
部

教
授
宮
島
良
明
▽
人
文
学
部
 准
教
授

ブ
シ
ャ
ー
 ジ
ェ
レ
ミ
▽
工
学
部
 教
授

水
谷
武
臣
▽
大
学
院
工
学
研
究
科

（
修
）
 教
授
・
工
学
部
 教
授
 足
立
裕
介

平
成
30
年
４
月
１
日
付

※
再
雇
用
を
含
む

▽
経
済
学
部
 講
師
 鈴
木
雄
大
▽
大
学

院
法
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
・
法
学

部
 准
教
授
 鹿
谷
雄
一
▽
大
学
院
法
学

研
究
科
（
修
）
准
教
授
・
法
学
部
 准
教

授
 髙
橋
義
彦
▽
法
学
部
 講
師
 井
上

睦
▽
法
学
部
 講
師
 岩
淵
重
広
▽
大
学

院
文
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
・
人
文

学
部
 准
教
授
 渡
部
あ
さ
み
▽
人
文
学

部
 講
師
 関
本
真
乃
▽
工
学
部
 教
授

小
柳
秀
光
▽
工
学
部
 准
教
授
 長
谷
川

大
▽
工
学
部
 講
師
 金
澤
健
▽
工
学
部

昇
　
格

採
　
用

任
　
命

人
事
往
来

人
事
往
来

人
事
往
来

平
成
30
年
４
月
１
日
付

（
　
）
内
は
前
職

▽
事
務
部
会
計
課
長
 佐
々
木
啓
明

（
事
務
部
会
計
課
長
心
得
）
▽
大
学
院

法
学
研
究
科
・
大
学
院
法
務
研
究

科
・
法
学
部
 事
務
長
心
得
 川
端
淳
一

（
法
学
部
事
務
係
長
）
▽
学
生
部
学
生

課
長
心
得
 河
口
忠
臣
（
工
学
部
事
務

係
長
）
▽
学
生
部
学
生
課
 係
長
 矢
留

英
寿
（
学
生
部
学
生
課
主
任
）
▽
図
書

館
 事
務
係
長
 畠
田
康
平
（
図
書
館
主

任
）
▽
開
発
研
究
所
 事
務
係
長
 芝
山

泰
淳
（
開
発
研
究
所
主
任
）

      平
成
30
年
４
月
１
日
付

▽
図
書
館
 書
記
 前
田
将
司
▽
工
学
部

事
務
嘱
託
 本
間
豊
▽
工
学
部
 臨
時
事

務
員
 川
村
憲
治
▽
工
学
部
 臨
時
事
務

員
 小
倉
幸
恵
▽
工
学
部
 臨
時
事
務
員

杉
田
広
夢
▽
事
務
部
庶
務
課
 臨
時
労

務
職
員
 小
澤
幸
永
▽
法
学
部
 事
務
嘱

託
 笹
川
雅
司

      平
成
30
年
４
月
１
日
付

（
　
）
内
は
前
職

▽
大
学
院
文
学
研
究
科
・
人
文
学
部

事
務
長
 楠
智
裕
（
開
発
研
究
所
事
務

長
）
▽
開
発
研
究
所
 事
務
長
 藤
井
勝

彦
（
大
学
院
文
学
研
究
科
・
人
文
学
部

事
務
長
）
▽
経
営
学
部
 事
務
係
長
 岡

本
泰
典
（
学
生
部
学
生
課
係
長
）
▽
 法

学
部
 事
務
係
長
 佐
々
木
哲
彦
（
図
書

館
事
務
係
長
）
▽
工
学
部
 事
務
係
長

油
矢
誠
（
経
営
学
部
事
務
係
長
）
▽
事

務
部
会
計
課
 主
任
 内
山
ゆ
か
（
学
生

部
学
生
課
主
任
）
▽
工
学
部
 主
任
 住

吉
崇
人
（
図
書
館
主
任
）
▽
学
生
部
学

生
課
 主
任
 沖
山
翠
（
事
務
部
会
計
課

主
任
）▽
図
書
館
 主
任
 柏
尾
文
太（
工

学
部
主
任
）　

採
　
用

異
　
動

昇
　
格

『 岬 』伊藤 たけし
1997 年度道展出品（日本画 100号）
豊平校舎１号館１階北側通路展示

豊陵会寄贈絵画 5

《プロフィール》
1926年網走市生まれ。元北海道電力株式会社勤務。純生

美術会、北海道美術協会（道展）会員。1953年純生美術初
出品会友推挙、1954年純生美術会員推挙、1958年道展初出
品会友推挙、1959年道展会員推挙。
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 「災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
と
い
う
格
言
・
警
句
は
、

近
代
期
の
物
理
学
者
、
寺
田
寅
彦

に
よ
る
も
の
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
被

災
の
記
憶
が
時
間
の
経
過
と
と

も
に
風
化
し
、
地
域
に
お
け
る
災

害
に
対
す
る
脆
弱
性
が
高
ま
る

こ
と
へ
の
懸
念
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
災
害
に

遭
っ
て
き
た
地
域
で
は
、地

域
全
体
で
被
災
の
記
憶
を

後
世
に
継
承
し
、
災
害
に
対
す
る

抵
抗
力
・
回
復
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
）
を
育
む
た
め
に
被
災
経
験
を

記
録
し
た
記
念
碑
の
設
置
や
記

録
集
の
編
纂
、
地
名
の
命
名
、
被

災
経
験
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
地
域
に
根
差
し
た
防
災
・
減

災
の
集
合
的
な
知
恵
の
継
承
活

動
と
し
て
、
災
害
文
化
の
形
成
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
災
害
文
化
と
は
、
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に

地
域
社
会
で
育

ま
れ
た
行
動
・

生
活
様
式
の
総

体
で
あ
り
、
例

え
ば
濃
尾
平
野

に
広
が
る
輪
中
は
水
害
に
対
す

る
生
活
様
式
と
し
て
あ
ま
り
に

も
有
名
で
す
。
し
か
し
近
年
、
地

域
を
取
り
巻
く
社
会
・
環
境
の

変
化
か
ら
災
害
文
化
を
継
承
す

る
条
件
は
必
ず
し
も
良
く
は
な

く
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
防

災
・
減
災
の
知
恵
が
防
災
に
十

分
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
平
成
27

年
度
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成

で
は
京
都
府
亀
岡
市
篠
町
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
、
災
害
文
化
を
活
用

し
た
自
助
・
共
助
を
支
援
す
る

た
め
の
住
民
参
加
型
防
災
マ
ッ

プ
作
成
活
動
に
関
す
る
実
践
研

究
に
取
り
組
み
ま
し
た
（
図
１
）。

本
研
究
の
特
徴
は
、
住
民
が
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
確
認

北海学園学術研究助成事業報告 ⑤

災害文化の継承と
まちづくりに関する地理学的研究

研究
課題

人文学部准教授  村
� �

中
� �

亮
� �

夫
�

山
口
県
岩
国
市
生
ま
れ
。立
命
館
大
学
文
学
部
卒
、立

命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程

地
理
学
専
攻
修
了
。
博
士（
文
学
）。
平
成
25
年
よ
り

現
職
。
専
門
は
人
文
地
理
学
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）。
平
成
27
年
度
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成

を
受
け
る
。

し
た
災
害
文
化
に
関
連
す
る
情

報
に
基
づ
い
て
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
緊
急
時
の
自
助
・
共
助

活
動
に
役
立
て
る
点
に
あ
り
ま

す
（
具
体
例
は
後
述
）。

亀
岡
市
は
京
都
・
嵐
山
を
流

れ
る
桂
川
の
上
流
に
位
置
し
、
亀

岡
盆
地
に
お
け
る
桂
川
下
流
側

の
広
範
囲
を
占
め
て
い
ま
す
。
亀

岡
盆
地
と
嵐
山
と
の
間
に
は
保

津
峡
と
呼
ば
れ
る
峡
谷
が
位
置

し
ま
す
が
、
な
か
で
も
篠
町
は
桂

川
が
保
津
峡
を
経
由
し
て
嵐
山

方
面
へ
流
下
し
始
め
る
盆
地
出

口
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
（
図

２
）、
亀
岡
盆
地
に
大
量
の
雨
水

が
集
ま
る
と
、
排
水
能
力
の
限
界

に
よ
り
篠
町
付
近
で
は
し
ば
し

ば
水
害
が
発
生
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
水
害
常
襲
地
域

で
あ
る
篠
町
に
お
い
て
は
、
水
害

に
対
す
る
特
徴
的
な
災
害
文
化

が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば

篠
町
柏
原
に
は
、
水
が
出
始
め
た

ら
賽
之
神
の
祠
よ
り
も
南
側
（
桂

川
の
逆
方
向
）
へ
逃
げ
る
よ
う
促

す
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ

の
伝
承
も
、
農
地
・
林
野
に
お
け

る
市
街
化
の
進
行
と
域
外
か
ら

の
住
民
の
流
入
に
よ
り
、
十
分
に

現
住
民
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
賽
之
神

の
伝
承
の
よ
う
な
地
域
の
様
々

な
災
害
文
化
を
掘
り
起
し
て
記

録
す
る
、
住
民
参
加
型
防
災
マ
ッ

プ
作
成
活
動
を
実
践
・
支
援
し

ま
し
た（
図
３
）。
そ
こ
に
は
災
害

伝
承
の
他
に
も
豪
雨
時
の
様
子

や
洪
水
・
土
石
流
等
の
予
兆
・

前
兆
、
緊
急
時
の
避
難
施
設
・
場

所
、
浸
水
想
定
範
囲
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所
、
過
去
の
浸
水
範

囲
な
ど
が
描
か
れ
、
行
政
機
関
が

配
信
す
る
そ
の
他
の
防
災
情
報

と
併
用
し
な
が
ら
、
緊
急
時
に
お

け
る
自
助
・
共
助
活
動
を
円
滑

図 1　防災マップ作成活動の様子

図３　地理情報システム（GIS）によって編集された防災マップ

日
本
で
は
２
０
１
３
年
１
月

に
、
日
本
銀
行
に
よ
っ
て「
消
費

者
物
価
の
対
前
年
比
上
昇
率
で

２
％
」
と
す
る
「
物
価
安
定
の
目

標
」が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

目
標
は
２
０
１
８
年
４
月
現
在

も
達
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
達
成

時
期
も
度
々
延
期
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
参
照
さ
れ
る
指

標
は
、
総
務
省
統
計
局
に
よ
る

「
消
費
者
物
価
指
数
」
で
す
。
つ

ま
り
、
消
費
者
物
価
指
数
は
一

国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
表

す
指
標
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
物
価
指
数
は
、
こ
の

他
に
様
々
な
目
的
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
書
で
は
そ
の
代

表
的
な
も
の
と
し
て
「
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
、
年
金
を

例
に
挙
げ
れ
ば
、「
物
価
が
上
昇

し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

商
品
を
購
入
す
る
際
に
必
要
な

金
額
が
増
え
る
の
で
、
そ
の
分

年
金
の
支
給
額
を
増
額
し
ま

す
」と
い
う
制
度
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は「
物

価
上
昇
に
対
す
る
生
活
の
保

障
」
と
い
う
性
格
を
持
ち
ま
す
。

こ
れ
ら
２
つ
の
利
用
用
途
は

相
当
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
指
標
と
し
て
求
め
ら

れ
る
の
は
、
純
粋
な
価
格
の
変

動
に
よ
る
影
響
を
測
定
す
る
こ

と
で
あ
り
、
生

活
水
準
の
変

化
は
排
除
さ

れ
る
べ
き
も

の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
事
実
、

消
費
者
物
価
指
数
は

生
活
水
準
の
変
化
を
含
ま
な
い

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
性
能
が

２
倍
に
な
っ
た
も
の
の
、
価
格

が
据
え
置
か
れ
た
場
合
に
は
、

「
以
前
と
同
じ
価
格
で
２
倍
の

性
能
を
持
つ
商
品
が
買
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」、
つ
ま
り
「
以
前

と
同
じ
性
能
当
た
り
の
金
額
を

計
算
す
れ
ば
、
半
額
に
な
っ
た
」

と
捉
え
ま
す
。
ま
た
、
税
金
の
負

担
が
増
え
た
場
合
、
そ
の
負
担

増
加
は
消
費
者
物
価
指
数
の
計

算
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
消
費
者
物
価
指
数
を

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
指
標
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
は
、大
き
な

問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
書
で
は
「
消
費
者
物
価
指

数
は
何
を
測
定
し
て
い
る
指
数

で
あ
る
の
か
」
に
関
す
る
歴
史

的
、
理
論
的
考
察
と
、
ス
ラ
イ
ド

制
に
利
用
す
る
際
に
必
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
調
整
を
行
っ

た
指
数
の
試
算
値
と
消
費
者
物

価
指
数
と
の
比
較
か
ら
、
そ
の

利
用
の
不
適
切
性
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。

を

鈴木 雄大 経済学部講師
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すず き ひろたか

様
々
な
利
用
用
途
と
そ
の
問
題
点

に
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
研
究
の
成
果
は
亀
岡
市
内

に
止
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
１
６
年
８
月
に
は
北
海

学
園
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構

と
石
狩
市
と
の
地
域
連
携
事
業

の
一
環
で
、
浅
妻
裕
教
授
（
本
学

経
済
学
部
）
の
ほ
か
、
立
命
館
大

学
、
熊
本
大
学
の
地
理
学
者
ら
と

共
同
で
、
石
狩
市
浜
益
区
に
お
け

る
住
民
参
加
型
防
災
マ
ッ
プ
作

成
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
石
狩

市
で
の
活
動
は
亀
岡
市
で
の
実

践
研
究
を
応
用
し
た
と
こ
ろ
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
が
、亀
岡

市
と
石
狩
市
と
で
は
住
民
属

性
の
ほ
か
に
も
気
候
や
土
地

利
用
、
土
地
条
件
、
過
去
の
災

害
履
歴
な
ど
の
点
か
ら
み
て

も
災
害
リ
ス
ク
が
異
な
り
ま
す
。

今
後
は
条
件
の
異
な
る
地
域
で

の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
活
動
の
実

践
研
究
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
引

き
続
き
地
域
特
性
に
応
じ
た
自

助
・
共
助
の
あ
り
方
を
議
論
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
２
月
、
私
は
北
広

島
市
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
務
め
た
際
、

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
前
沢
本
部
長

に
あ
る
質
問
を
投
げ
か
け
た
。

「
ズ
バ
リ
候
補
地
決
定
の
要
因
は

な
に
か
？
」。
そ
の
直
球
勝
負
に

対
し
前
沢
本
部
長
は
、「
何
を
や

る
か
で
は
な
く
、
誰
と
や
る
か

だ
」と
回
答
さ
れ
た
。球
団
は
、候

補
地
を
す
で
に

決
断
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、

と
感
じ
た
瞬
間

で
あ
っ
た
。

北
広
島
市
が

誘
致
に
成
功
し

た
最
大
の
要
因
は
、「
想
い
の
共

有
」
に
あ
る
。
こ
の
「
想
い
」
と

は
何
か
？
　
今
後
の
超
人
口
減

少
社
会
・
北
海
道
へ
の
危
機
感

を
共
有
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

共
に
立
ち
向
か
い
、克

服
し
て
い
こ
う
、と
い

う
想
い
で
あ
る
。

北
広
島
市
は
、札
幌

圏
域
で
将
来
の
人
口

減
少
率
が
最
も
高
い

市
の
一
つ
で
あ
り
、大

き
な
危
機
感
を
有
し

て
い
る
。そ
し
て
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
も
ま
た
、大

き
な
人
口
減
が
予
測

さ
れ
て
い
る
北
海
道

に
お
い
て
、地
域
に
根

差
し
、生
き
残
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、と
い

う
強
い
危
機
感
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
球
団
の
理
念
は
、
｢ス

ポ
ー
ツ
と
生
活
が
近
く
に
あ
る

社
会
＝
Sports Com
m
unity

の
実
現
｣
で
あ
る
。
球
団
は
、
こ

の
状
況
の
克
服
と
理
念
達
成
の

た
め
、
ア
ジ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
を
、
力
を
合
わ
せ

て
創
造
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ

ー
探
し
の
旅
を
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

こ
の
誘
致
を
起
爆

剤
と
し
て
、北
広
島
市

の
将
来
の
地
域
づ
く

り
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、Ｊ
Ｒ
新
駅
を
整
備

し
、ボ
ー
ル
パ
ー
ク
と

そ
の
周
辺
地
域
に
商

業
・
住
居
・
公
共
機

能
を
高
密
度
か
つ
上

質
に
集
積
さ
せ
る
と

と
も
に
、次
世
代
を
見

据
え
た
交
通
・
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た

「
コ
ン
パ
ク
ト
＆
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
シ
テ
ィ
」
の
実
現
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
核

と
し
た
新
た
な
生
活
文
化
の
創

造
で
あ
る
。
北
海
道
民
皆
が
誇
り

を
感
じ
、
未
来
へ
の
希
望
を
も
た

工
学
部
教
授鈴�

�

木�

聡�
�

士�

北広島市における
ボールパーク整備と

地域づくりへの期待

防
災
・
減
災
の
知
恵
に
基
づ
い
た

防
災
マ
ッ
プ
作
成
活
動
の
実
践
支
援

図 2　篠町から嵐山付近の様子（基図：
全国ランドサットモザイク画像）

ら
す
よ
う
な
象
徴
空
間
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
是
非
と
も
、
両
者

が
共
有
し
た
想
い
と
理
念
を
実

現
し
て
ほ
し
い
。

10
月
７
日
に
本
学
で
開
催
予

定
の
日
本
地
域
学
会
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
本
学
Ｏ

Ｂ
、
上
野
正
三
北
広
島
市
長
か
ら

基
調
講
演
を
頂
く
。
是
非
皆
様
に

も
市
長
の
未
来
展
望
を
御
拝
聴

頂
き
た
い
。

【
専
門
：
環
境
・
交
通
シ
ス
テ
ム
】

日 本 ハ ム
ファイターズ

人口減少社会の世界最先端地域といわれている北海道において、北広島市で
は先進的な様々な地域づくりに取り組んでいます。そして３月、北海道日本ハム
ファイターズボールパーク構想の候補地に決定しました。本シンポジウムでは北
広島市長と、交通・財政・観光・食の各専門家を交えたパネルディスカッショ
ンを行い、ポジティブな視点から今後の地域づくりのあり方を考えていきます。

15：00－17：3010月7日 日 豊平キャンパス 7号館 D20番教室
基調講演 ： 北広島市長  上野正三氏

パネルディスカッション（司会：鈴木聡士教授）
 ・パネリストからの話題提供
  交通：北海道大学公共政策大学院・院長  高野伸栄教授
  財政：北海学園大学開発研究所長  西村宣彦経済学部教授 
  観光：北海道開発技術センター地域政策研究所  原文宏所長
  食：フードライター　小西由稀氏
 ・上野市長を交えたパネルディスカッション

問い合わせ：大会事務局（北海学園大学工学部 鈴木聡士研究室, jsrsai2018@gmail.com）
主催：日本地域学会、後援：北海学園大学開発研究所

公開シンポジウムのお知らせ公開シンポジウムのお知らせ公開シンポジウムのお知らせ公開シンポジウムのお知らせ公開シンポジウムのお知らせ
テーマ：人口減少社会の地域づくり

日本地域学会 第55回（2018年）年次大会日本地域学会 第55回（2018年）年次大会日本地域学会 第55回（2018年）年次大会日本地域学会 第55回（2018年）年次大会日本地域学会 第55回（2018年）年次大会

『消費者物価指数の課題と方法
─物価変動・生計費変動とその利用─』

創成社 2018年

人文学部・森川慎也講師

本
学
人
文
学
部
教
員
の
研
究

成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
人
文
学
の
挑
戦
」
が

３
月
25
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
札
幌

本
店
で
開
催
さ
れ
た
。
第

15
回
目
の
テ
ー
マ
は
昨

年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を

受
賞
し
た
「
カ
ズ
オ
・
イ

シ
グ
ロ
の
文
学
」。
講
師

は
、
イ
シ
グ
ロ
研
究
者
で

も
あ
る
本
学
人
文
学
部
・

森
川
慎
也
講
師
。

ま
ず
、
イ
シ
グ
ロ
文
学

の
特
徴
を
三
つ
挙
げ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
一
人
称
の

語
り
手
。
そ
の
語
り
手

は
、
と
き
に
事
実
を
歪
曲

し
た
り
、
自
分
に
嘘
を
つ
く
「
信

頼
で
き
な
い
語
り
手
」
で
あ
る
こ

と
。
二
つ
目
は
、
そ
の
語
り
手
の

感
情
の
揺
ら
ぎ
が
滲
み
出
て
い

る
点
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
抑
制

の
効
い
た
文
体
。
平
易
な
英
語
で

書
か
れ
、
無
駄
な
語
彙
を
一
切
省

い
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
森
川
先
生
は
、
イ
シ
グ

ロ
文
学
の
前
提
に
あ
る
理
想
、
記

憶
、
運
命
と
い
う
人
間
の
普
遍
的

な
テ
ー
マ
を
解
説
。
イ
シ
グ
ロ
文

学
の
魅
力
に
つ
い
て
「
抑
制
さ
れ

た
文
体
が
語
り
手
の
感
情
の
揺

ら
ぎ
を
絶
妙
に
表
し
、
最
後
に
読

者
は
共
感
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
人
間
と
は
何
か
、
人
生
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。
そ
の
根
底
に
は
イ
シ
グ

ロ
自
身
の
洞
察
が
あ
り
、
小
説
と

い
う
形
で
俯�

瞰�
�

す
る
こ
と
が
で

き
る
」と
語
っ
た
。

第
15
回
人
文
学
の
挑
戦

カズオ・イシグロの文学
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今
年
度
よ
り

「
経
済
統
計
学
」
を

担
当
い
た
し
ま

す
、
鈴
木
雄
大
と

申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
テ
ー
マ

は
、
消
費
者
物
価
指
数
の
理
論
的
検
討

と
そ
の
利
用
の
不
適
切
性
を
検
討
す

る
こ
と
で
す
。
各
種
の
経
済
統
計
は
、

地
域
経
済
の
分
析
に
も
大
い
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
の
皆
さ

ん
が
、
大
学
生
活
に
限
ら
ず
社
会
に
出

て
か
ら
も
、
経
済
統
計
に
関
す
る
知
識

を
「
身
に
付
け
て
お
い
て
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
き
っ
か

け
」
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
は

一
冊
の
本
だ

本
年
度
よ
り
図

書
館
学
課
程
を
担

当
い
た
し
ま
す
。
本
来
の
得
意
分
野
は

図
書
館
情
報
学
で
す
が
、
こ
こ
７
年
ほ

ど
観
光
学
系
の
学
術
研
究
員
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
緯
も
あ
り
現

在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
も
ず
ば
り
「
図

書
館
と
観
光
の
融
合
」
で
す
。
本
と
は

あ
る
種
の
「
他
者
」
で
あ
り
、
他
者
や

異
文
化
と
の
接
触
を
通
し
て
人
間
が

成
長
し
て
い
く
こ
と
は
読
書
も
観
光

も
似
て
い
ま
す
よ
ね
。
学
生
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
私
と
の
出
会
い
が
実
り
豊

か
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。フ

ァ
ー
ス
ト
・

ペ
ン
ギ
ン
を

目
指
し
て
！

本
年
度
よ
り
本

学
の
教
職
課
程
で
公
民
科
教
育
を
担

当
し
、
教
員
養
成
に
携
わ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
後
藤
哲
で
す
。
三
月
ま
で
札

幌
東
高
校
長
を
最
後
に
道
立
高
校
で

の
勤
務
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ

ア
を
活
か
し
、
学
生
に
教
員
と
し
て
の

哲
学
、
利
他
性
、
セ
キ
ュ
ア
・
ベ
ー
ス

を
意
識
し
た
学
び
を
展
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
業
　
精
し
か
ら
ざ

れ
ば
　
肝
　
大
な
ら
ず
」
学
生
が
自
信

と
情
熱
、
愛
情
の
あ
る
教
師
を
目
指
す

よ
う
に
精
進
し
ま
す
。今

年
度
よ
り
、

法
学
部
法
律
学
科

に
着
任
い
た
し
ま

し
た
岩
淵
重
広
と

申
し
ま
す
。
専
門
は
商
法
の
中
で
も
会

社
法
と
い
う
分
野
で
あ
り
、
研
究
テ
ー

マ
は
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締

役
に
対
す
る
規
律
づ
け
の
あ
り
方
で

す
。
講
義
で
は
商
法
Ⅰ
な
ど
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
。
京
都
市
生
ま
れ
京
都
市

育
ち
な
の
で
、
北
海
道
で
暮
ら
す
の
は

初
め
て
で
す
。
私
に
と
っ
て
の
新
天
地

で
あ
る
北
海
道
で
研
究
に
邁
進
し
、
そ

の
成
果
を
し
っ
か
り
と
教
育
に
還
元

し
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。今

春
よ
り
法
学

部
政
治
学
科
に
着

任
し
、
地
方
政
治

論
を
主
に
担
当
い

た
し
ま
す
。
自
治
体
に
お
け
る
意
思
決

定
や
参
加
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
住
民
投

票
を
中
心
に
研
究
を
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。
北
海
道
内
の
自
治
体
の
名
称
や

位
置
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
学
生
と
と
も
に
道
内
各
地
の
諸
課

題
や
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
北
海
学
園
大
学
の
一
員
と
し
て
新

た
に
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
政

治
思
想
史
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
、
髙
橋
義
彦

と
申
し
ま
す
。
大
学
、
大
学
院
時
代
は

ず
っ
と
横
浜
に
お
り
ま
し
た
が
、
私
は

釧
路
出
身
で
し
て
、
こ
の
た
び
ふ
る
さ

と
で
あ
る
北
海
道
の
、
し
か
も
弟
の
母

校
で
あ
る
北
海
学
園
大
学
で
教
鞭
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
る
べ
く
わ

か
り
や
す
く
、
面
白
い
講
義
を
心
が
け

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

法
学
部
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
井

上
睦
と
申
し
ま

す
。
東
京
生
ま
れ
、

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
を
青
森
、
大
学

を
仙
台
で
過
ご
し
、
そ
の
後
東
京
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
愛
知
と
各
地
を
転
々

と
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
北
海

道
の
歴
史
や
特
色
を
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
社
会
科
学
と
し
て
の
政

治
学
の
面
白
さ
を
学
生
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
探
求
し
つ
つ
、
研
究
テ
ー
マ
で

あ
る
「
新
自
由
主
義
下
で
の
福
祉
政

治
」
に
つ
い
て
、
専
門
で
あ
る
韓
国
は

も
と
よ
り
、
日
本
と
の
比
較
も
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。本

年
度
よ
り
人

文
学
部
日
本
文
化

学
科
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
日
本

古
典
文
学
、
中
で
も
中
古
中
世
の
作
り

物
語
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は

日
本
文
学
史
な
ど
を
担
当
い
た
し
ま

す
。『
源
氏
物
語
』は
時
代
の
変
遷
と
共

に
さ
ま
ざ
ま
に
享
受
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
先
入
観
を
取
り
除
い
て
読
ん
で
み

る
と
、
そ
こ
に
は
豊
か
な
世
界
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
と
共
に
日
本
古
典
文
学
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
度
四
月
よ

り
、
教
職
課
程
国

語
担
当
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
教

職
を
目
指
す
学
生
た
ち
の
力
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ

て
も
新
た
な
る
挑
戦
の
年
と
な
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
教
職

経
験
を
活
か
し
、
北
海
学
園
大
学
の
た

め
に
、
す
ば
ら
し
い
学
生
た
ち
の
た
め

に
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
文
学
部
に
着

任
い
た
し
ま
し

た
。札
幌
出
身
で
、

専
門
は
ア
メ
リ
カ

文
学
、
特
に
現
代
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
メ

リ
カ
女
性
文
学
を
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
映
画
や
音
楽
、
生
活
文

化
に
つ
い
て
な
ど
、
広
く
ア
メ
リ
カ
文

化
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
北
海

学
園
大
で
教
育
と
研
究
の
機
会
を
い

た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
一
般
教
養
の
英
語
科
目
、
人
文

学
部
の
専
門
科
目
、
大
学
院
科
目
を
担

当
す
る
予
定
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
を

持
つ
学
生
の
皆
さ
ん
の
学
び
の
一
助

と
な
れ
ま
す
よ
う
努
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
工

学
部
社
会
環
境
工

学
科
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
研
究

テ
ー
マ
は
「
現
代
中
国
語
に
お
け
る
結

果
補
語
構
造
に
関
す
る
研
究
」
で
す
。

授
業
で
は
中
国
語
会
話
を
担
当
い
た

し
ま
す
。
中
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
た
め
、
文
法
の

説
明
と
共
に
様
々
な
教
育
方
法
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
中
国
語
圏
の
文
化
や
思
考
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
年
度
の
３
月

に
北
海
道
大
学
大

学
院
を
修
了
し
ま

し
た
。
学
生
の
身

分
か
ら
い
き
な
り
個
人
の
居
室
を
い

た
だ
き
、
講
義
を
受
け
持
ち
、
卒
研
を

指
導
す
る
と
い
う
劇
的
な
環
境
の
変

化
を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
の
２
ヶ
月
を

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
小
さ
い
な
が
ら

も
一
国
一
城
の
主
と
い
う
心
持
ち
で
、

教
育
と
研
究
を
通
じ
、
大
学
の
発
展
に

微
力
な
が
ら
お
力
添
え
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様

の
ご
高
配
を
賜
れ
ま
す
と
幸
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

工
学
部
建
築
学

科
教
授
に
着
任
し

ま
し
た
小
柳
秀
光

と
申
し
ま
す
。
研

究
テ
ー
マ
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
建
築

と
都
市
づ
く
り
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
が
０
の
“
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

経
済
学
部

新
任
教
員

新
任
教
員

  

ああ
いい
ささ
つつ

新
任
教
員

新
任
教
員

  

ああ
いい
ささ
つつ

新
任
教
員

  

あ
い
さ
つ

平成平成3030年度年度平成30年度経
済
学
科

講
師

鈴�
�

木�

雄�
�

大�
�

経
営
学
部

経
営
学
科

（
教
職
課
程
）講
師

後�

藤�
�

哲�
�
�

政
治
学
科

准
教
授

鹿
谷

�
�
�
�

雄
一

�
�
�
�

政
治
学
科

准
教
授

髙
橋

�
�
�
�

義
彦

�
�
�
�

地
域
経
済
学
科

（
図
書
館
学
課
程
）講
師

松
本

�
�
�
�

秀�
�

人�

政
治
学
科

講
師

井
上

�
�
�
�

睦�
�
�

英
米
文
化
学
科

准
教
授
  

渡
部

�
�
�
�

あ
さ
み

日
本
文
化
学
科

（
教
職
課
程
）講
師

上�
�

野�

直
幸

�
�
�
�

法
学
部

法
律
学
科

講
師
  

岩�
�

淵�
�

重
広

�
�
�
�

人
文
学
部

日
本
文
化
学
科

講
師

関
本

�
�
�
�

真�
�

乃�

工
学
学
部

社
会
環
境
工
学
科

准
教
授

楊�
�

安�
�

娜�

社
会
環
境
工
学
科

講
師

金
澤

�
�
�
�

健�
�
�

ル
”
や
太
陽
光
発
電
な
ど
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
活
用
し
た
ま

ち
“
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”
な
ど

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
着
任
間
も
な
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
学
生
や
教
職
員
の
皆

様
の
温
か
い
雰
囲
気
に
接
し
、
北
海
学

園
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
工

学
部
電
子
情
報
工

学
科
に
着
任
致
し

ま
し
た
。
専
門
は

数
理
物
理
学
で
、様
々
な「
量
子
現
象
」

を
数
学
の
「
関
数
解
析
学
」
に
よ
っ
て

研
究
し
て
い
ま
す
。
講
義
で
は
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
科
学
」
や
「
確
率
統
計
」
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
数
学
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
と
も
に
自
身
で
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
身
に
着
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

講
義
を
通
し
て
、
自
ら
努
力
し
困
難
を

解
決
で
き
る
教
育
を
し
て
い
く
所
存

で
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。み

な
さ
ま
、
は

じ
め
ま
し
て
。
工

学
部
生
命
工
学
科

に
着
任
し
た
長
谷

川
と
申
し
ま
す
。
専
門
は
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
、
生
命
工
学
科
で
は
「
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
概
論
」
な
ど
情
報
系
の
科
目

を
担
当
し
ま
す
。
北
海
道
大
学
情
報
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し
た
の

ち
、
青
山
学
院
大
学
理
工
学
部
と
東
京

工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
に
計
６
年

間
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
よ
り

北
海
学
園
大
学
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。①

北
海
学
園
大
学

経
営
学
部
経
営
学

科

②
高
木
裕
之
ゼ
ミ
「
会
計
学
」

③
学
生
に
寄
り
添
え
る
職
員
に
な
れ

る
よ
う
、
多
く
の
業
務
知
識
を
蓄
え
、

学
生
の
成
長
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
。

建
築
学
科

教
授

小�

柳�
�
�

秀
光

�
�
�
�

電
子
情
報
工
学
科

講
師

船
川

�
�
�
�

大�
�

樹�
�

生
命
工
学
科

准
教
授

長�

谷�

川�
�

大�
�

新
任
職
員
紹
介

①
出
身
大
学

②
在
学
中
の
学
修
内
容

③
抱
負

図
書
館
 書
記

前�
�

田�

将�
�

司�

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
、カ
ナ
ダ

東
部
の
セ
ン
ト
キ
ャ
サ
リ
ン
ズ

市
（
オ
ン
タ
リ
オ
州
）
に
て
、
一

年
間
の
在
外
研
修
を
行
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

"The Garden City" と

し
て
知
ら
れ
る
同
市
は
、
市
中
到

る
所
に
大
小
様
々
な
公
園
が
あ

り
、
街
は
常
に
各
季
節
の
花
々
で

華
や
か
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
口
は
約
13
万
人
と
賑
や
か

す
ぎ
る
こ
と
も
な
く
寂
し
す
ぎ

る
こ
と
も
な
く
、
治
安
も
良
く
、

さ
ら
に
カ
ナ
ダ
最
大
級
の
都
市

で
あ
る
ト
ロ
ン
ト
市
ま
で
車
で

で
す
。
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
と
北

海
学
園
大
学
は
、
18
年
前
よ
り
海

外
提
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
私

の
所
属
す
る
経
営
学
部
で
も
、

「
海
外
総
合
実
習
」
と
称
す
る
短

期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

２
年
次
以
上
の
学
部
生
の
な
か

か
ら
選
抜
さ
れ
た
10
名
程
度
の

学
生
を
、
毎
年
９
月
上
旬
か
ら
約

三
週
間
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
に
派
遣

す
る
と
い
う
取
り
組
み
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
、
平
成
28

年
度
「
海
外
総
合
実
習
」
の
担
当

者
と
し
て
半
年
間
の
実
習
前
指

導
お
よ
び
現
地
引
率
を
行
な
い
、

そ
の
よ
う
な
縁
も
あ
っ
て
の
ブ

ロ
ッ
ク
大
学
で
の
在
外
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
私
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で

あ
る
グ
ッ
ド
マ
ン
・
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
教
授

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
、

D
r.Narongsak

Thongpapanlの

研
究
室
に
所
属
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
の

棚
卸
し
を
行
な
う
べ
く
論
文
を

執
筆
し
な
が
ら
、
教
授
や
、
教
授

の
共
同
研
究
者
、
そ
し
て
幾
人
も

の
大
学
院
生
た
ち
と
、
日
本
と
カ

ナ
ダ
（
あ
る
い
は
北
米
）
に
お
け

る
人
的
資
源
管
理
の
あ
り
方
や

労
働
者
の
働
き
方
の
違
い
、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
る
企
業
組
織
へ

の
様
々
な
影
響
な
ど
に
つ
い
て

議
論
す
る
と
い
っ
た
日
々
を
送

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
外
国
に
来
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
と
同
様

お
よ
そ
１
時
間
、
カ
ナ
ダ
で
最
も

有
名
な
観
光
地
の
一
つ
で
あ
る

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
ま
で
な
ら
30

分
も
か
か
ら
な
い
場
所
に
位
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
観
光
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
困
る
こ
と
も
な

く
、
居
住
す
る
に
は
最
高
の
街
で

し
た
。

そ
の
セ
ン
ト
キ
ャ
サ
リ
ン
ズ

市
に
あ
り
、
今
回
の
在
外
研
修
の

受
入
機
関
で
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク

大
学
は
、
文
理
７
学
部
を
擁
し
、

１
万
８
千
人
以
上
の
学
生
を
抱

え
る
カ
ナ
ダ
有
数
の
総
合
大
学

カ
ナ
ダ

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
学

指
導
教
授
や
各
国
の
研
究
者
と
議
論

経
営
学
部
准
教
授

大
石

�
�
�
�

雅�
�

也�
�

に
在
外
研
修
で
ブ
ロ
ッ
ク
大
学

に
来
て
い
る
、
世
界
各
国
か
ら
集

っ
た
多
く
の
研
究
者
た
ち
と
の

研
究
会
を
定
期
的
に
開
催
し
た

り
、
大
学
か
ら
出
て
、
現
地
企
業

で
働
く
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
を
行
な
っ
た
り
と
、
日
本
に

居
て
は
な
か
な
か
で
き
な
い
よ

う
な
経
験
も
数
多
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

研
究
の
う
え
で
も
、
人
生
経
験

と
い
う
意
味
で
も
、
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
機
会
を
い
た
だ
け

ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歓迎レセプションにて（右から二人目が筆者）

ブロック大学校舎

セントキャサリンズ市庁舎

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
そ

の
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
こ
の
度
は

本
学
へ
の
ご
入
学
を
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、在
学
中
の
学
生

の
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
新
た
な
環

境
の
下
、
学
業
や
課
外
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
が
少
な
く

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
新
し
い
生

活
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
？

新
た
な
環
境
の
中
で
ス
ム
ー
ズ

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、全
て

が
必
ず
し
も
上
手
く
い
く
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
勉
強

へ
の
取
り
組
み
方
、
部
活
や
サ
ー

ク
ル
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
お
け
る
人

間
関
係
等
々
、
一
人
で
は
な
か
な

か
解
決
で
き
な
い
問
題
に
直
面
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

加
え
て
、
大
学
生
の
時
期
は
こ
れ

か
ら
将
来
の
人
生
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
を
通
じ
て
、
悩
み
が
深
ま

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
悩
み
や
困
り
ご
と
は

一
見
、
厄
介
な
出
来
事
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
仲
間
や
家
族
と
お

互
い
支
え
あ
い
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
体
験
を
上
手
に
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
成
長
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

で
す
が
、
時
に
は
友
人
や
家
族

に
も
話
を
し
づ
ら
い
こ
と
や
、
第

三
者
の
客
観
的
な
意
見
を
聞
い
て

み
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
に

は
、
学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
を

活
用
し
て
み
る
の
も
一
つ
の
手
段

で
す
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
を
申

し
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。な
お
、メ
ー
ル
で
の
相
談
に
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
相
談
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
在
学
生
の
方
へ
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
の
画
面
で
、「
相
談
・
支
援
依

頼
窓
口
」
の
欄
に
大
学
が
提
供
し

て
い
る
様
々
な
相
談
窓
口
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
大
学
生
活
が
よ
り
良
い
日
々
と

な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

志保井
� � �

優
� �

子
�

先生

非常勤講師
渡邉
����

紀
のり

子
こ

先生

非常勤講師
田
た

中
な か

勝則
ま さ の り

先生

経営学部講師

カウンセリングを担当する先生

学生カウンセリング室
【受付・予約方法】
初めて利用する時は、医務室
で予約をしてください。直接
医務室に来て予約しても、以
下の電話もしくは E-mail で
予約しても構いません。なお、
どちらのキャンパスでの利用
を希望されるかについても予
約の際に教えてください。

■豊平キャンパス
     ☎ 011-841-1161
   （内線2236）
■山鼻キャンパス
   ☎ 011-841-1161
   （内線7710）
E-mail : hg-sdt@tyhr.
  hokkai-s-u.ac.jp

（メールの場合すぐにお返事で
きない場合もあります）

【受付時間】
■豊平キャンパス
   平日 9：00～12：40
          13：40～21：00
■山鼻キャンパス
   平日 9：00～12：40
          13：40～17：00

【利用できる人】
本学在学生、在学生の家族（在
学生に関する相談のみ）、本学
の教職員（在学生に関する相談
のみ）

学
生
生
活
の
悩
み
は

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
へ

感謝状を手にする江川久洋氏（前列左）

本
学
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
の
江
川

久
洋
氏
（
昭
和
31
年
度
卒
・
４
期

生
）
か
ら
こ
の
度
、
多
額
の
寄
付

を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
厚
意
に

深
い
謝
意
を
表
し
、
４
月
25
日
、

安
酸
学
長
よ
り
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
、
経
済
学
部
の

教
育
研
究
活
動
発
展
の
た
め
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

本
学
に
多
額
の
寄
付

江
川
久
洋
氏
へ
感
謝
状
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保
険
金
サ
ー
ビ
ス
部
は
、
自
動

車
事
故
に
あ
わ
れ
た
お
客
様
に

保
険
金
の
支
払
い
業
務
を
行
う

部
署
。
木
村
さ
ん
は
電
話
で
の
お

客
様
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手
側

の
保
険
会
社
と
の
示
談
交
渉
や

事
故
責
任
割
合
の
決
定
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
入
社
３
年
目
に
入

り
、
仕
事
に
も
少
し
余
裕
が
出
て

き
た
と
こ
ろ
だ
。「
入
社
し
た
時

は
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し

た
が
、
先
輩
が
常
に
横
で
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
。
会
社
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
し
っ
か
り
し
て
い
た

の
で
心
強
か
っ
た
で
す
」。

事
故
直
後
で
動
揺
し
て
い
る

お
客
様
に
は
冷
静
的
確
に
サ
ポ

ー
ト
し
、
保
険
に
関
す
る
こ
と
は

お
客
様
が
納
得
す
る
ま
で
丁
寧

に
説
明
す
る
。「
最
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
“
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
”“
担
当
し
て
も
ら
え

て
良
か
っ
た
”と
い
う
言

葉
を
い
た
だ
い
た
と
き

は
、や
は
り
嬉
し
く
、や
り
甲

斐
を
感
じ
ま
す
ね
」。

★
　
　
★
　
　
★

そ
も
そ
も
、
木
村
さ
ん
が

こ
の
会
社
を
選
ん
だ
の
は
、

「
女
性
が
輝
け
る
」
会
社
だ
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
。
就
職
活

動
で
様
々
な
業
界
の
会
社
説

明
会
に
行
き
、
社
員
の
生
の

声
を
聞
い
た
。
有
給
休
暇
や

産
休
育
休
が
し
っ
か
り
取
得

で
き
、
女
性
で
も
実
績
に
応

じ
て
昇
進
で
き
る
。
そ
し
て
、

長
く
、
い
き
い
き

働
け
る
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
た
の
が
、

今
の
会
社
だ
。「
同

じ
業
種
で
同
じ
よ

う
な
仕
事
内
容
で

も
、
会
社
に
よ
っ

て
雰
囲
気
が
全
然

違
い
ま
す
。
自
分
に
一
番
合

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

る
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ
見

て
歩
い
て
話
を
聞
い
て
情
報

を
集
め
る
こ
と
」
が
重
要
だ

と
い
う
。★

　
　
★
　
　
★

木
村
さ
ん
は
学
生
時
代
を

「
や
り
た
い
こ
と
は
、す
べ
て

や
り
き
っ
た
」
と
満
面
の
笑

み
で
振
り
返
る
。
入
学
当
初

か
ら
の
目
的
で
あ
っ
た
実
践

的
な
英
語
の
勉
強
に
力
を
入

れ
、
１
年
次
の
夏
に
は
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ

の
語
学
研
修
に
参
加
。
広
告

に
つ
い
て
実
践
的
に
学
ぶ
下
村

直
樹
ゼ
ミ
で
は
、
道
庁
と
コ
ラ
ボ

し
、
２
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
月
１
本
ペ
ー
ス
で
北
海
道
Ｐ

Ｒ
動
画
（
約
10
分
）
を
制
作
。
そ

の
動
画
は
、
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

学
生
生
活
の
一
番
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
は
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

で
の
活
動
だ
。
部
員
数
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
札
幌
学
院
大
学
と
の

合
同
チ
ー
ム
。
大
会
に
向
け
、
脚

が
ア
ザ
だ
ら
け
に
な
る
ほ
ど
練

習
し
た
。「
一
番
の
思
い
出
は
４

年
次
の
イ
ン
カ
レ
で
す
。
人
数
も

増
え
、
そ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た

技
に
も
挑
戦
し
、
納
得
の
い
く
演

技
が
で
き
ま
し
た
」。
チ
ア
の
モ

ッ
ト
ー
は
元
気
、
勇
気
、
笑
顔
。

「
こ
れ
で
就
職
活
動
も
乗
り
切
り

ま
し
た
」と
木
村
さ
ん
。

後
輩
に
向
け「
大
学
で
の

４
年
間
、や
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
絶
対
に
や
り
遂

げ
る
こ
と
。何
か
を
言
い
訳

に
し
て
止
め
て
し
ま
っ
た

ら
“
や
り
き
っ
た
”
と
は
言

え
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦

を
」と
エ
ー
ル
を
送
る
。

「やりきった」学生時代

き

む
ら

あ
や

か

木
村
朱
郁 

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

北
海
道
保
険
金
サ
ー
ビ
ス
部

経
営
学
部
経
営
学
科

（
平
成
27
年
度
卒・10
期
生
） 

ど
の
大
型
ス
ー
パ
ー
、
特
に
セ
ブ

ン
─
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と

の
取
引
だ
。「
当
時
の
伊
藤
社
長

に
認
め
て
も
ら
っ
た
の
が
大
き

か
っ
た
。
こ
れ
も
運
」
と
言
う
名

塩
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
東

京
の
森
永
商
事
（
現
森
永
製
菓
）

に
入
社
し
約
４
年
間
勤
務
。
そ
の

時
、
セ
ー
ル
ス
で
回
っ
て
い
た
北

千
住
の
得
意
先
の
前
に
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
の
前
進
「
羊
華
堂
」
が

あ
っ
た
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
札

幌
の
取
引
先
と
の
会
合
の
際
、
当

時
の
伊
藤
社
長
に
こ
の
頃
の
話

を
す
る
と
、
大
い
に
懐
か
し
が
ら

れ
た
。
こ
の
後
、
伊
藤
社
長
の
ナ

シ
オ
札
幌
物
流
セ
ン
タ
ー
視
察

が
実
現
。
伊
藤
氏
の
経
営
哲
学
を

学
ぶ
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

★
 　
★
　
 ★

大
学
在
学
中
に
北
海
短
期
大

学
か
ら
４
年
制
大
学
に
変
わ
っ

た
。
校
舎
は
札
幌
商
業
高
校
（
現

北
海
学
園
札
幌
高
校
）
の
間
借

り
。
図
書
館
に
本
も
な
く
、「（
生

物
学
の
）
相
沢
先
生
の
家
に
み
ん

な
で
行
っ
て
、
リ
ア
カ
ー
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
本
を
借
り

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
」。
ま
さ

に
大
学
の
草
創
期
だ
っ
た
。

卒
業
生
は
73
人
。
森
本
正
夫
北

海
学
園
理
事
長
と
は
同
期
の
仲

だ
。「
森
本
氏
み
た
い
に
真
面
目

な
学
生
か
ら
私
み
た
い
な
も
の

ま
で
、
い
ろ
い
ろ
い
ま
し
た
。
当

時
、
三
森
先
生
曰
く
、
お
前
と
高

木
繁
光
の
卒
論
が
一
番
ひ
ど
い

と
（
笑
）。
高
木
は
後
に
北
海
道
議

学園学 園学 園人人人脈記脈記脈記
株
式
会
社
ナ
シ
オ
の
相
談
役
、

名
塩
良
一
郎
さ
ん
は
、
祖
父
が
北

見
に
開
業
し
た
菓
子
問
屋
を
三

代
目
社
長
と
し
て
、
就
任
当
時
約

３
億
円
だ
っ
た
年
商
を
３
０
０

億
円
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
経
営

者
。
現
在
は
年
商
５
０
０
億
円
を

超
え
る
（
平
成
29
年
５
月
期
）
全

国
で
も
名
だ
た
る
菓
子
卸
会
社

に
な
っ
て
い
る
。

１
９
４
５
年
に
旧
制
の
北
海

中
学（
現
北
海
高
校
）に
入
学
、55

年
に
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
10

年
間
を
北
海
学
園
で
過
ご
し
た
。

現
在
は
北
海
学
園
大
学
同
窓
会

「
豊
平
会
」
の
副
会
長
を
務
め
る
、

ま
さ
に
“
学
園
の
顔
”
だ
。

★
 　
★
　
 ★

名
塩
さ
ん
は
今
年
86
歳
。「
今

と
な
っ
て
み
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
思

い
出
が
吹
き
出
し
て
く
る
ん
で

す
よ
。
今
一
番
思
い
出
さ
れ
る
の

は
、
恩
師
の
池
田
善
長
先
生
」
と

語
り
始
め
る
。
名
塩
さ
ん
が
１
９

６
７
年
に
社
長
と
な
り
、
北
見
か

ら
札
幌
へ
進
出
し
た
頃
の
こ
と
。

札
幌
の
菓
子
卸
中
堅
会
社
を
買

会
議
員
か
ら
日
本
消
防
協
会
会

長
に
な
り
ま
し
た
け
ど
ね
」。

大
学
で
写
真
部
を
創
設
。「
北

大
に
何
か
一
つ
勝
と
う
と
、
写
真

ば
っ
か
り
や
っ
て
い
た
」。
仲
間

と
よ
く
撮
影
旅
行
も
し
た
。
そ
の

腕
前
は
、
大
手
新
聞
社
主
催
写
真

展
の
特
選
に
入
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

「
青
春
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
先
生
も
た

く
さ
ん
い
た
。
全
部
喋
っ
た
ら
同

窓
会
か
ら
追
放
さ
れ
ち
ゃ
う
く

ら
い（
笑
）」。

★
 　
★
　
 ★

「（
仲
間
は
）
商
売
人
が
多
く
、

北
海
学
園
は
自
分
に
合
っ
て
い

た
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
こ
で
築

い
た
人
間
関
係
は
大
き
な
財
産

と
な
っ
た
。
18
歳
人
口
の
減
少
な

ど
で
大
学
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
な
か
、「
北
海
学
園
は
良
い
先

生
を
集
め
て
い
る
。
定
員
割
れ
を

し
な
い
で
や
っ
て
こ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
堅
実
な
経
営
を
や
っ
て

い
る
か
ら
だ
」と
評
価
す
る
。

若
い
後
輩
た
ち
に
は
「
奥
さ
ん

を
大
事
に
す
る
こ
と
。
私
は
今
ま

で
１
０
０
組
以
上
の
仲
人
を
や

っ
て
き
た
が
、
成
功
し
た
人
は

皆
、
奥
さ
ん
を
大
事
に
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
先
輩
後
輩
の
絆
を

大
切
に
す
る
こ
と
。
親
し
く
な
る

と
必
ず
情
報
が
集
ま
り
、
そ
う
す

る
と
判
断
力
も
つ
く
」と
語
る
。

大
学
で
培
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
と
多
く
の
人
脈
、
祖
父
の
代

か
ら
の
信
条
「
商
人
と
し
て
の
信

用
、
地
の
恩
、
人
の
恩
、
商
い
の

恩
」
に
報
い
て
、
激
動
の
時
代
を

生
き
抜
い
て
き
た
。
懐
の
深
さ
と

そ
の
人
懐
っ
こ
い
笑
顔
は
、
今
も

人
を
惹
き
つ
け
る
。

第 4 回

収
し
た
も
の
の
良
い
得
意
先
が

な
く
、
社
内
に
も
深
刻
な
問
題
を

抱
え
、
大
き
な
試
練
に
遭
遇
し
て

い
た
。「
北
見
か
ら
出
て
き
て
商

売
さ
せ
て
く
れ
と
言
っ
て
も
、
挨

拶
し
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
。
そ

れ
で
、
卒
業
し
て
10
年
以
上
た
っ

て
い
ま
し
た
が
、
池
田
先
生
の
と

こ
ろ
に
行
っ
て
ぼ
や
い
た
わ
け

で
す
。
そ
う
し
た
ら
当
時
、
先
生

は
足
が
悪
か
っ
た
の
に
、
私
を
か

つ
て
の
教
え
子
の
と
こ
ろ
に
連

れ
て
行
っ
て
頼
ん
で
く
れ
た
ん

で
す
」。
優
良
の
顧
客
を
紹
介
し

て
く
れ
た
こ
と
に
「
心
か
ら
手
を

合
わ
せ
る
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

名
塩
さ
ん
は
「
袖
す
り
合
う
も

多
生
の
縁
」
と
言
い
、「
一
生
の
う

ち
何
度
か
必
ず
恩
人
に
出
会
う
」

と
、
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
し
て
く
れ
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
新
入
会
員
の
歓
迎
会
で
、

た
ま
た
ま
隣
に
座
っ
た
方
と
の

会
話
中
に
発
し
た
ひ
と
言
。「
う

ち
に
年
頃
の
娘
が
い
る
ん
で
す

が
、
誰
か
い
い
人
い
な
い
で
し
ょ

う
か
」。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
娘
婿
で
ナ
シ
オ
の
現
社
長
と

な
っ
て
い
る
の
が
平
公
夫
氏
だ
。

も
う
一
つ
大
き
な
出
会
い
は
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
創
業
者
で

１
９
９
２
年
ま
で
社
長
を
務
め

た
伊
藤
雅
俊
氏
。
ナ
シ
オ
が
飛
躍

す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の

は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
や
西
友
な

袖
す
り
合
う
も
多
生
の
縁

同窓会「豊平会」の総会・懇親会には毎年欠かさず
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学
で
し
て
い
ま
し
た
。
古
代
オ
リ

エ
ン
ト
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
書

物
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
古
代

ユ
ダ
ヤ
民
族
の
独
自
性
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
教

の
聖
典
で
あ
る
旧
約
聖
書
が
、
ど

の
よ
う
な
文
化
的
背
景
を
持
ち

な
が
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
、

本
格
的
に
勉
強
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
院
に
進
学
し
て
研
究
を

し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
と
き
、
今

は
起
業
し
て
退
職
さ
れ
た
当
時

の
上
司
が
「

今
が
一
番

若
い
ん
だ
か
ら
ね
。
や
る
な
ら
、

す
ぐ
に
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

り
、
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。

進
学
後
の
生
活
は
忙
し
く
も
、

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま

私
は
、
高
校
生
の

時
、
エ
ジ
プ
ト
考
古

学
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。
古
代
エ
ジ

プ
ト
人
の
死
生
観

に
惹
か
れ
、
ミ
イ
ラ

や
埋
葬
の
研
究
を

し
た
い
と
思
っ
た

の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
大
学
受
験
で
は
希
望
の

進
路
に
進
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
目
標
を
諦
め
、
別
の
道
に
進

み
、
就
職
を
し
ま
し
た
が
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
、
い
く
ら
他
の
趣

味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
て
も
、

私
の
中
か
ら
「
古
代
の
研
究
が
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
消
え
て

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
職
後
も
、
歴
史
の
勉
強
は
独

私
は
現
在
、
文
学
研
究
科
修

士
課
程
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

昼
間
は
社
会
人
と
し
て
働
き
、

夜
は
授
業
と
研
究
と
い
う
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

研
究
内
容
は
旧
約
聖
書
学
で
、

旧
約
聖
書
の
レ
ビ
記
と
い
う
祭

儀
規
定
に
隠
さ
れ
た
文
化
的
背

景
を
考
察
し
、
そ
れ
が
神
学
的
に

ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

ま
す
。

す
。
講
義
以
外
の
日
も
６
〜
７
時

く
ら
い
ま
で
仕
事
を
し
、
そ
の
後

は
研
究
室
で
10
時
過
ぎ
ま
で
講

義
の
予
習
や
文
献
の
調
査
を
し

ま
す
。
家
に
帰
る
の
は
毎
日
11
時

過
ぎ
で
す
。
慌
し
く
食
事
と
入
浴

を
済
ま
せ
、
さ
ら
に
机
に
向
か
い

ま
す
。
休
日
は
家
族
と
の
時
間
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
時
間
を
見
つ

け
て
文
献
を
可
能
な

限
り
読
み
ま
す
。
常
に

フ
ル
稼
働
で
す
。

も
ち
ろ
ん
大
変
で
は
あ
り
ま

す
が
、
や
り
た
い
勉
強
が
で
き
る

と
い
う
の
は
大
変
幸
せ
な
こ
と

で
す
。

や
ら
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
、

絶
対
に
や
っ
て
み
た
方
が
い
い
。

今
あ
る
環
境
を
最
大
限
に
生
か

し
、
少
し
で
も
目
標
に
近
づ
け
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北海学園大学法学部 主任

辻
� �

見
�

祐
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太
�

大学院 文学研究科 英米文学専攻
修士課程２年社

会
人
に
な
っ
て
も
夢
は
諦
め
な
い

５
月
10
日
、60
番
教
室
で
開
催

さ
れ
た
学
生
部
主
催
の
教
養
講

座
特
別
講
演
会
「
映
画
『
恋
は
雨

上
が
り
の
よ
う
に
』
公
開
記
念
！

学
生
さ
ん
の
夢
を
応
援
！
  ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
」
に
、
本

学
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
で
今
大
人
気

の
俳
優
、
大
泉
洋
さ
ん
と
女
優
の

小
松
菜
奈
さ
ん
が
来
学
し
た
。
進

行
役
は
Ｈ
Ｔ
Ｂ
の
石
沢
綾
子
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
。
軽
妙
な
ト
ー
ク

で
、
約
３
５
０
人
の
学
生
で
埋
め

尽
く
さ
れ
た
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

映
画
を
鑑
賞
後
、
お
二
人
が
登

壇
。
映
画
が
忘
れ
か
け
て
し
ま
っ

た
「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、学
生
か
ら
の「
夢
」に

関
す
る
質
問
に
答
え
た
。「
卒
業

後
、
地
元
の
小
さ
な
村
に
帰
り
、

村
長
に
な
っ
て
過
疎

化
す
る
村
を
ど
う
に

か
し
た
い
」
と
い
う

学
生
に
対
し
、「
素
晴

ら
し
い
。
映
画
を
誘

致
し
た
ら
い
い
。
私

も
出
ま
す
」
と
大
泉

さ
ん
。

最
後
に
、「
大
学
で

は
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
、
好
き

な
こ
と
を
見
つ
け
て

て
突
き
進
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
後
輩
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

と
、小
松
さ
ん
も「
今

日
は
私
も
パ
ワ
ー
を

も
ら
い
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

第
50
回
 教
養
講
座
特
別
講
演
会

Ｏ
Ｂ
大
泉
洋
さ
ん
の
ト
ー
ク
炸
裂

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
２（
昭
和
７
）年
北

見
市
生
ま
れ
。１
９
５
５（
昭
和
30
）年
北
海

学
園
大
学
経
済
学
部
卒
業
。同
年
、東
京
の
森

永
商
事
株
式
会
社（
現
森
永
製
菓
）入
社
。１

９
５
９（
昭
和
34
）年
、株
式
会
社
名
塩
商
店

常
務
取
締
役
、１
９
６
７（
昭
和
42
）年
、同
社

取
締
役
社
長
。１
９
９
８（
平
成
10
）年
、株
式

会
社
ナ
シ
オ
取
締
役
会
長
。１
９
９
８（
平
成

10
）年
12
月
、在
札
幌
ス
ペ
イ
ン
国
名
誉
領
事

就
任（
〜
２
０
０
９
年
５
月
）。北
海
学
園
評

議
員
、北
海
学
園
大
学
同
窓
会
副
会
長
。２
０

０
９（
平
成
21
）年
、ス
ペ
イ
ン
文
民
功
労
勲

章
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
十
字
型
勲
章
受
章
、２
０
１

５（
平
成
27
）年
、紺
綬
褒
章
受
章
。

講演会の最後に学生たちと記念撮影
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学部長
研究科長
に聞く！！

新

─
法
学
研
究
科
の
特
色
は
？

福
士
先
生

本
研
究
科
は
、「
法

律
学
専
攻
」と「
政
治
学
専
攻
」を

置
い
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
特
色

と
し
て
は
、「
社
会
人
」
が
働
き
な

が
ら
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
（
後

期
）
課
程
を
修
了
し
、
研
究
者
も

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
教
育
・

研
究
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
平
日
の
夜
間
、
そ
し
て
土

曜
日
も
授
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

学
費
も
低
廉
な
社
会
人
特
例
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研

究
科
の
研
究
資
料
室
や
学
部
の

判
例
演
習
室
、
大
学
の
図
書
館
な

ど
の
施
設
を
自
由
に
利
用
で
き
、

院
生
用
の
研
究
室
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
働
き
な
が
ら

博
士（
後
期
）課
程
を
修
了
し
、研

究
者
と
な
っ
て
い
る
方
も
少
な

か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

─
新
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

福
士
先
生

ま
ず
第
一
に
、
院
生

の
皆
さ
ん
が
相
互
に
研
究
交
流

や
親
睦
を
深
め

る
院
生
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
一

層
充
実
さ
せ
る

た
め
の
環
境
整

備
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
院
生
の

皆
さ
ん
の
研
究

目
的
に
応
じ
た

体
制
の
整
備
、
例
え
ば
、
法
学
部

と
の
同
時
開
講
科
目
の
充
実
や

論
文
要
件
の
柔
軟
化
な
ど
を
模

索
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
最
近
、
首
都
圏
の
大
学
に
お
い

て
も
大
学
院
の
入
学
者
減
が
問

題
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
学
院

で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
は
？

福
士
先
生

本
大
学
院
で
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
柔
軟
な
幅
広
い
知

性
と
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を

修
得
し
て
、
高
度
の
専
門
的
職
業

人
や
研
究
者
と
な
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
本
研
究
科
で
は
、
北
海

道
大
学
の
法
学
研
究
科
・
公
共

政
策
大
学
院
お
よ
び
工
学
院
と

の
単
位
互
換
制
度
、
そ
し
て
東
北

学
院
大
学
と
は
教
員
派
遣
制
度

も
設
け
て
、
他
大
学
と
も
広
く
協

力
体
制
を
築
い
て
、
院
生
の
皆
さ

ん
の
高
度
の
研
究
関
心
に
対
応

す
る
体
制
を
整
え
て
き
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
法
学
部
で
は
、
働

き
な
が
ら
本
研
究
科
を
卒
業
し

他
大
学
の
専
任
教
員
と
な
っ
て

い
る
研
究
者
２
名
と
市
役
所
職

員
１
名
の
合
計
３
名
の
方
が
、
非

常
勤
講
師
と
し
て
本
学
の
教
育

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他

に
も
各
分
野
で
研
究
者
・
専
門

職
業
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

卒
業
生
が
大
勢
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

福
士
先
生

学
部
で
の
法
学
・

政
治
学
の
学
習
や
仕
事
の
中
で

抱
い
た
疑
問
を
大
切
に
し
て
、
専

門
的
な
観
点
か
ら
深
く
追
求
す

る
こ
と
は
、
そ
の
分
野
の
第
一
人

者
に
も
な
れ
る
こ
と
で
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
の
よ
う
な
知

的
な
好
奇
心
を
大
事
に
し
て
大

学
院
の
門
を
叩
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
士
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
世
界
を
変
え
た
10
冊
の
本
』
池

上
彰
 著
（
文
春
文
庫
）

研
究
交
流
の
た
め
の
環
境
整
備

今年度就任した経済
学部長・古林英一教授、
経営学部長・伊藤友章
教授、工学部長・魚住純
教授、法学研究科長・福
士明教授に学部・研究
科の特色や抱負などを
伺った。

教授

法学研究科長

福士 　明
ふく し あきら

─
経
営
学
部
の
特
色
は
？

伊
藤
先
生

経
営
学
は
、
実
践
的

な
問
題
解
決
の
た
め
に
、
様
々
な

学
問
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
柔
軟
に
取
り
入
れ
な
が
ら
発

展
し
て
き
た
学
問
領
域
で
す
。
本

学
で
も
心
理
学
教
育
を
は
じ
め
、

学
生
の
視
点
の
幅
を
広
げ
、
そ
の

多
様
な
視
点
に
基
づ
い
た
多
様

な
思
考
の
道
筋
を
持
て
る
よ
う

に
す
る
と
同
時
に
、
幅
広
い
興
味

関
心
を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
５

年
度
か
ら
は
コ

ー
ス
制
を
採
用

し
、
さ
ら
に
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
は
じ
め
実
社

会
に
比
較
的
早

く
か
ら
触
れ
る
機
会
が
豊
富
で
、

理
論
を
学
び
つ
つ
実
践
の
場
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ

も
大
き
な
特
徴
で
す
。

─
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

伊
藤
先
生

大
学
に
対
す
る
社

会
の
要
請
は
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
今
の
学
部

の
教
育
体
制
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
変
え
る
べ
き
点
や
欠
け
て

い
る
部
分
は
自
ら
主
体
的
に
改

善
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
一
番
の
判
断

基
準
に
な
る
の
は
学
生
の
声
で

す
。
学
生
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
を
常
に
自
問
自
答
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

─
最
近
の
取
り
組
み
や
、
今
後
取

組
み
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
？

伊
藤
先
生

経
営
学
部
は
、
こ
こ

５
〜
６
年
で
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
立
ち
上
げ
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
本
格
ス
タ
ー

ト
、
海
外
総
合
実
習
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
大
き
な
変
革
を
行
い
、

今
日
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
が
軌

道
に
乗
り
、
成
果
を
実
感
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
を
持

続
可
能
な
よ
う
に
発
展
、
改
善
し

て
い
く
こ
と
。
そ
の
上
で
、
こ
れ

ら
に
並
ぶ
学
部
を
特
徴
づ
け
る

よ
う
な
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

も
う
一
つ
あ
っ
て
も
い
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
こ
れ
か
ら

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

伊
藤
先
生

経
営
学
部
の
学
生

は
、
明
る
く
溌
溂
と
し
た
学
生
が

多
い
。
人
間
性
が
良
く
、
学
生
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
な
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
も

う
一
歩
前
へ
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
大
学
に
は
、
皆
さ
ん

の
潜
在
的
な
力
を
発
揮
で
き
る

機
会
が
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い

ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

伊
藤
先
生

社
会
人
に
な
る
学

生
に
は
、
オ
ン
と
オ
フ
を
切
り
替

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
ま

す
が
、
自
分
は
あ
ま
り
で
き
て
い

ま
せ
ん
（
笑
）。
で
も
最
近
、
何
も

し
な
い
日
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
の
大
事
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『「
世
間
」
と
は
何
か
』
阿
部
謹
也

著
（
講
談
社
現
代
新
書
）

教
育
改
善
に
向
け
常
に
自
問
自
答

教授

経営学部長

伊藤 友章
い とう ともあき

─
経
済
学
部
の
特
色
は
？

古
林
先
生

ひ
と
言
で
い
う
と
、

地
域
に
密
着
し
た
経
済
学
部
と

い
う
こ
と
で
す
。
研
究
者
も
多
数

い
る
の
で
、
自
分
の
興
味
関
心
に

あ
っ
た
ゼ
ミ
に
入
っ
て
理
論
的

に
学
び
、
さ
ら
に
地
域
研
修
な
ど

を
と
お
し
て
、
地
域
で
活
躍
で
き

る
学
生
を
育
て
る
と
い
う
と
こ

ろ
が
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。

─
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

古
林
先
生

経
済
学
部
は
学
内

で
一
番
古
い
学
部
で
す
が
、
こ
こ

数
年
は
若
い
先
生
が
増
え
て
い

る
の
で
古
い
慣
例
に
と
ら
わ
れ

ず
、
５
年
後
、

10
年
後
、
15
年

後
を
担
う
若
い

先
生
た
ち
の
プ

ラ
ン
を
実
現
さ

せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

─
経
済
学
部
の

新
し
い
取
り
組

み
や
、
今
後
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
は
？

古
林
先
生

昨
年
度
か
ら
地
域

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
始
ま
り
、

学
生
が
天
売
島
に
住
み
込
ん
で

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
経
済
学
部

で
は
毎
年
、
ゼ
ミ
単
位
で
地
域
研

修
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
現
地

に
行
き
、
直
に
見
た
り
、
聞
い
た

り
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
今
は
あ
ま
り
地

元
か
ら
出
た
が
ら
な
い
学
生
が

多
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
昨
年
度
、
経
済
学
部
と
人

文
学
部
の
教
員
が
共
同
で
Ｇ
Ｉ

Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
ソ
フ

ト
を
導
入
し
て
、「
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
論
」
と
い
う
新
科
目
を
開

講
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
他
学

部
と
の
連
携
を
今
後
も
っ
と
増

や
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

学
に
は
い
ろ
い
ろ
な
学
部
が
あ

る
の
で
、
幅
広
い
教
養
や
も
の
の

考
え
方
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

も
、
他
学
部
の
先
生
や
い
ろ
い
ろ

な
分
野
の
学
問
に
触
れ
る
機
会

が
増
え
れ
ば
、
学
生
に
と
っ
て
も

有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

古
林
先
生

教
員
と
し
て
一
つ

は
、
専
門
の
科
目
も
重
要
で
す

が
、
教
養
科
目
も
し
っ
か
り
勉
強

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
将

来
、
歴
史
や
文
学
な
ど
幅
広
い
知

識
を
持
っ
て
い
る
ほ
う
が
豊
か

な
人
生
を
送
れ
る
と
思
い
ま
す

し
、
特
に
、
理
科
系
の
学
生
は
文

系
の
科
目
を
、
文
系
の
学
生
は
理

科
系
の
考
え
方
を
学
ぶ
と
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ

は
、
大
学
４
年
間
、
勉
強
だ
け
で

な
く
サ
ー
ク
ル
な
ど
か
ら
、
幅
広

く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
吸
収
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

古
林
先
生

半
分
以
上
が
自
分

の
研
究
対
象
で
も
あ
り
ま
す
が
、

競
馬
な
ど
一
通
り
の
公
営
競
技

で
す
。
乗
馬
も
や
り
ま
す
。
最
近

は
あ
ま
り
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

一
応
、
車
に
は
常
に
ブ
ー
ツ
と
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
積
ん
で
い
ま
す
。

古
林
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
自
動
車
の
社
会
的
費
用
』
宇
沢

弘
文
 著
（
岩
波
新
書
）

将
来
の
た
め
に
幅
広
い
教
養
を

教授

経済学部長

古林 英一
ふる ばやし えいいち

─
工
学
部
の
特
色
は
？

魚
住
先
生

工
学
部
は
本
学
唯

一
の
理
系
学
部
で
４
つ
の
学
科

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本
学
部

に
は
様
々
な
専
門
分
野
の
教
員

が
い
ま
す
。
他
大
学
の
工
学
部
の

学
科
数
と
比
較
す
る
と
少
な
い

ほ
う
で
す
が
、
そ
の
分
、
一
つ
の

学
科
で
学
べ
る
範
囲
は
広
い
と

い
う
の
が
特
徴
で
す
。

─
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

魚
住
先
生

学
生
た
ち
は
専
門

の
勉
強
を
す
る
上
で
い
ろ
い
ろ

悩
む
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
基
本
的
な
学
修
を
し
っ

か
り
や
っ
て
専
門
分
野
へ
進
め

る
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
工
学
部
で
の
学
習
環

境
も
整
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
年
、
工
学
部
は
開

設
50
周
年
を
迎
え
、
教
員
も
新
旧

交
代
の
時
期
で
す
。
次
の
50
年
に

向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
い

か
に
環
境
を
整
備
し
、
学
生
の
学

問
・
学
修
へ
の
興
味
を
育
て
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま

す
。

─
学
生
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
。

魚
住
先
生

理

系
の
勉
強
は
積

み
重
ね
が
大
切

で
す
。
専
門
の

土
台
と
な
る
基

礎
を
し
っ
か
り

と
勉
強
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
こ
れ
か
ら
の
工
学
技
術
は
い

ろ
い
ろ
な
異
分
野
の
技
術
と
の

融
合
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く

の
で
、
学
生
の
う
ち
に
広
い
範
囲

の
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
勉
強

の
幅
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

が
将
来
、
仕
事
を
す
る
上
で
大
い

に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

─
志
願
者
数
を
増
や
す
と
い
う

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
？

魚
住
先
生

全
国
的
に
理
科
離

れ
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
理
科

系
の
勉
強
の
面
白
さ
を
高
校
生

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
高
校
に
出
前
講
義

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
に
入
っ
て
き
た
学
生
が

専
門
分
野
へ
の
興
味
を
持
ち
つ

づ
け
勉
強
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。
こ
れ
は
個
々
の
教
員
の

努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

─
工
学
の
面
白
さ
と
は
？

魚
住
先
生

一
言
で
言
う
と
「
も

の
づ
く
り
」
で
す
。
新
し
い
「
も

の
」
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
仕
組
み
を
つ
く
る
、
新
し
い

原
理
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会

を
変
え
て
い
く
。
そ
の
面
白
さ
だ

と
思
い
ま
す
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

魚
住
先
生

読
書
や
星
を
み
る

こ
と
、絵
を
描
く
こ
と
、写
真
、音

楽
、
ド
ラ
イ
ブ
、
言
語
の
勉
強
な

ど
、
趣
味
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で

す
が
、
土
日
は
ほ
と
ん
ど
大
学
に

出
て
き
て
い
ま
す（
笑
）。

魚
住
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
』。
時
代
の
最

先
端
の
科
学
技
術
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
る
雑
誌
で
す
。

基
礎
を
し
っ
か
り
固
め
て
専
門
へ

教授

工学部長

魚住 　純
うお ずみ じゅん

３
月
28
日

に
韓
国
・
大
田

大
学
校
か
ら
３

名
、
４
月
４
日
に
ロ
シ
ア
の
ノ
ボ

シ
ビ
ル
ス
ク
大
学
か
ら
２
名
、
サ

ハ
リ
ン
大
学
か
ら
３
名
、
ヴ
ラ
ヂ

ー
ミ
ル
大
学
か
ら
２
名
の
留
学

生
が
無
事
到
着
し
た
。
現
在
、
日

本
の
伝
統
・
文
化
に
積
極
的
に

触
れ
、
本
学
学
生
と
の
交
流
を
深

め
る
な
ど
有
意
義
な
留
学
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

大 田 大 学 校
李 浩成（イ  ホソン）
金 有林（キム  ユリム）
金 成學（キム  ソンハク）

ノボシビルスク大学 ブルィカロフ  スタニスラフ
ミンチェンコ  アナスタシヤ

ヴラヂーミル大学 カリャギン  キリル
クヂノフ  アルチョム

サ ハ リ ン 大 学
コルツォヴァ  アナスタシヤ
オレイニコフ  ドミトリィ
チュ  イリナ

今
年
度
も
交
流
協
定
校
か
ら

留
学
生
を
迎
え
て
い
る
。

写真左）韓国・大田大学校の交換留学生の皆さんと教職員
写真右）ロシア協定校交換留学生の皆さんと教職員

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

韓韓
国国
・・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

韓韓
国国
・・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

韓
国
・
ロ
シ
ア
か
ら
交
換
留
学
生

改
築
工
事
が
行
わ
れ
る
。

工
事
に
先
立
ち
５
月
12
日
、
森

本
正
夫
理
事
長
、
安
酸
学
長
ほ
か

北
海
学
園
と
工
事
関
係
者
が
出

席
し
て
地
鎮
祭
を
行
い
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
た
。

完
成
は
来
年
４
月
の
予
定
で
、

１
階
は
北
海
学
園
札
幌
高
校
、
２

〜
４
階
は
本
学
が
使
用
。
２
階
は

演
習
室
、
３
階
は
中
・
小
教
室
と

自
然
科
学
実
験
室
、
４
階
に
は
約

１
２
０
人
と
２
２
０
人
が
収
容

で
き
る
２
つ
の
中
教
室
が
設
け

ら
れ
る
。

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

か
ら
３
月
29
日
、
本
年
度
前
期
の

交
換
教
員
と
し
て
ガ
ー
ウ
ィ
ン

エ
リ
ザ
ベ
ス
文
理
学
部
准
教
授

が
着
任
し
た
。

７
月
末
ま
で
の
滞
在
予
定
で
、

学長主催歓迎食事会にて。前列
左から２人目がガーウィン先生

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

と
の
教
員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

ガ
ー
ウ
ィ
ン
准
教
授
着
任

３
号
棟
耐
震
改
築
工
事

地
鎮
祭
で
安
全
祈
願

「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅰ
」
の

講
義
を
担
当
す
る
。

地鎮祭で鍬入れを行う森本理事長

今
年
度
、
豊
平
校
舎
３
号
棟
の

（
旧
札
幌
商
業
高
校
校
舎
）
耐
震
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平
成
31
年
度
一
般
入
学

試
験
で
は
、
昨
年
度
か
ら
導

入
し
て
い
る
人
文
学
部
日
本

文
化
学
科
・
英
米
文
化
学
科

（
１
部
・
２
部
）
に
続
き
、
経

営
学
部
１
部
経
営
学
科
・
経

営
情
報
学
科
で
も
、
試
験
科

目
「
外
国
語
」
お
よ
び
「
選
択

（
英
語
）」
に
お
い
て
英
語
外

部
試
験
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
入
学
試
験
当
日
に

本
学
の「
英
語
」科
目
も
受
験

し
た
場
合
は
、
高
得
点
の
方

を
合
否
判
定
に
使
用
し
ま

す
。ま

た
、
経
営
学
部
２
部
で

は「
公
募
推
薦
入
試
」を
平
成

30
年
度
入
試
を
も
っ
て
廃

止
し
、
平
成
31
年
度
よ
り

「
指
定
校
推
薦
入
試
（
普
通

科
、
商
業
科
）」
を
導
入
し
ま

す
。こ
れ
に
伴
い
、次
の
表
の

通
り
、
募
集
人
員
の
変
更
が

あ
り
ま
す
。

入
試
の
詳
細
は
、
入
学
試

験
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会

13:00～ 豊平           ６号館３階
●各研究科個別相談会 ●奨学金説明会・個別相談
●施設見学 ●社会人特例・長期履修制度説明
●就職情報の提供

第１回

土

場所時間

内容

7月7日 土12月1日
第２回

キャンパス

2018年度 進学相談会 各会場とも入場無料、事前の申込みは不要です。

個別相談ができる会場〈道内会場〉

個別相談ができる会場〈道外会場〉

開催月日 場所 会場名 開催月日 場所 会場名 開催月日 場所 会場名
 6月  7日 ㈭ 札幌 アクセスさっぽろ
 6月11日 ㈪ 札幌 ガトーキングダムサッポロ
 6月12日 ㈫ 江差 ホテルニューえさし
 6月13日 ㈬ 知内 知内中央公民館
 6月14日 ㈭ 稚内 稚内海員会館
 6月14日 ㈭ 八雲 八雲町シルバープラザ
 6月19日 ㈫ 札幌 ガトーキングダムサッポロ
 6月20日 ㈬ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広
 6月20日 ㈬ 千歳 千歳市民文化センター
 6月20日 ㈬ 滝川 滝川スポーツセンター
 6月22日 ㈮ 札幌 プレミアホテルTSUBAKI札幌
 6月27日 ㈬ 中標津 ウエディングプラザ寿宴
 7月  4日 ㈬ 函館 函館コミュニティプラザ
 7月13日 ㈮ 苫小牧 苫小牧市総合体育館
 7月18日 ㈬ 斜里 ゆめホール知床
 7月24日 ㈫ 遠軽 遠軽町総合体育館
 8月22日 ㈬ 函館 ベルクラシック函館
 8月24日 ㈮ 札幌 札幌パークホテル
 8月27日 ㈪ 旭川 アートホテルズ旭川

 9月10日 ㈪ 北見 ホテルベルクラシック北見
 9月11日 ㈫ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広
 9月11日 ㈫ 富良野 富良野スポーツセンター
 9月12日 ㈬ 小樽 グランドパーク小樽
  9月19日 ㈬ 札幌 ホテルエミシア札幌
  9月22日 ㈯ 函館 函館北洋ビル(ミニオープンキャンパス)
10月13日 ㈯ 旭川 旭川北洋ビル(ミニオープンキャンパス)
10月15日 ㈪ 中標津 トーヨーグランドホテル
10月16日 ㈫ 北見 ホテルベルクラシック北見
10月18日 ㈭ 札幌 ガトーキングダムサッポロ
10月19日 ㈮ 釧路 釧路市観光国際交流センター
10月20日 ㈯ 帯広 とかち館(ミニオープンキャンパス)
11月 2日 ㈮ 札幌 ホテルエミシア札幌
11月 5日 ㈪ 函館 ホテル法華クラブ函館
11月 6日 ㈫ 帯広 とかちプラザ
11月 6日 ㈫ 紋別 紋別市スポーツセンター
11月 7日 ㈬ 旭川 アートホテルズ旭川
11月 8日 ㈭ 苫小牧 グランドホテルニュー王子
11月 9日 ㈮ 札幌 アパホテル&リゾート札幌

11月12日 ㈪ 北見 ホテルベルクラシック北見
11月13日 ㈫ 札幌 札幌パークホテル
11月14日 ㈬ 室蘭 蓬崍殿
11月14日 ㈬ 札幌 アパホテル&リゾート札幌
11月15日 ㈭ 札幌 ガトーキングダムサッポロ
11月16日 ㈮ 釧路 釧路市観光国際交流センター
11月27日 ㈫ 札幌 ガトーキングダムサッポロ
12月11日 ㈫ 札幌 ガトーキングダムサッポロ
12月13日 ㈭ 札幌 サッポロファクトリーホール

 6月17日㈰ 東京 池袋サンシャインシティ
 7月 6 日㈮ 青森 リンクステーションホール青森
 9月  3日㈪ 青森 青森国際ホテル
 9月  4日㈫ 八戸 八戸プラザアーバンホール
 9月  7日㈮ 秋田 アルヴェ
 9月13日㈭ 仙台 仙台サンプラザホール
 9月18日㈫ 盛岡 ホテルメトロポリタン盛岡本館

とかち館会場

旭川北洋ビル会場

函館北洋ビル会場函館

札幌

旭川
帯広

土 日9月22日 23日
土 日10月13日 14日
土 日10月20日

10月27日
10月28日

21日
土

日

山鼻
豊平

（工学部）キャンパス

キャンパス
経済学部・経営学部
法 学 部・人文学部（ ）

会場

会場

保保護者懇談護者懇談会会・・ミニオープンキャンパミニオープンキャンパスス保保護者懇談護者懇談会会・・ミニオープンキャンパミニオープンキャンパスス保護者懇談会・ミニオープンキャンパス2018
年度

2019年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月 10 日（水）
10 月 20 日（土）
10 月 10 日（水）
10 月 13 日（土）
10 月 16 日（火）
2月 16 日（土）
2月 16 日（土）
2月 15 日（金）
2月 16 日（土）

2月 16 日（土）
2月 16 日（土）
2月 16 日（土）
2月 16 日（土）
2月 14 日（木）

2月 14 日（木）

9月   7  日（金）～　
9月21日（金）

2018 年

2019 年

2019 年

1月  9  日（水）～　
1月21日（月）

1月  9  日（水）～　
1月21日（月）

※詳細は募集要項でご確認ください。URL http://hgu.jp/

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

学　部 学　科 試験 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 一般・推薦 ～10月9日（火） 10月27日（土）10月19日（金）

経営学部 経営学科・経営情報学科
経営学科

一般・推薦

一般
～8月17日（金） 9月 8 日（土）8月29日（水）
～1月21日2019年

2018年

2018年

2018年

2019年
2018年

2018年

（月） 3月 2 日（土）2月 1 日（金）

法 学 部 法律学科・政治学科
法律学科・政治学科

～9月27日（木） 10月27日（土）
2月16日（土）

10月 5 日（金）
～1月15日（火） 1月25日（金）

人文学部 日本文化学科・英米文化学科
日本文化学科・英米文化学科

一般

一般・推薦

一般・推薦

～9月28日（金） 10月20日（土）10月 5 日（金）
2019年 ～1月21日（月） 2月25日（月）2月 1 日（金）

工 学 部 電子情報工学科・生命工学科 一般

期

2018年 ～6月 5 日（火） 7月 7 日（土）6月 9 日（土）
2019年 ～1月15日（火） 2月16日（土）1月19日（土）

2019年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

※法学部2年次編入･転入学試験はⅡ期のみ実施。

1部
2部

1部
2部

1部
2部

1部
2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部 経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 ～10月27日（土） 11月25日（日）11月 9 日（金）

経営学部 経営学科 ～8月17日（金） 9月 8 日（土）8月29日（水）
～1月21日2019年

2018年

（月） 3月 2 日（土）2月 1 日（金）

期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

1部
2部

2部

２
０
１
９
年
度
 一
般
入
学
試
験

人
文
学
部
と
経
営
学
部
１
部
で

英
語
外
部
試
験
が
利
用
可
能

入試
INFORMATION

平
成
31
年
度
入
試
に
向
け
た

相
談
会
が
す
で
に
道
内
各
地
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
（
６
月
以
降
は

下
表
参
照
）。ぜ
ひ
参
加
し
て
た
く

さ
ん
の
情
報
を
得
て
く
だ
さ
い
。

■
　
 　
■
　
　
 ■

東
北
学
院
大
学
と
の
合
同
相
談
会

青
函
進
学
フ
ェ
ア

２
０
１
８

▼
７
月
４
日（
水
）：
函
館
市

（
函
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
Ｇ

ス
ク
エ
ア
）
15
時
〜
18
時
30
分

▼
７
月
６
日（
金
）：
青
森
市

（
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

青
森
）
15
時
〜
18
時
30
分

両
会
場
で
は
、入
試
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
資
料
配
布
コ
ー
ナ
ー
、
大
学
紹

介
パ
ネ
ル
展
示
、
入
試
対
策
講
座

（
英
語
）、
模
擬
授
業
（
文
学
・
歴
史

学
分
野
）の
他
、
両
大
学
同
窓
会
後

援
に
よ
る「
な
つ
か
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
写
真
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

進
学
相
談
会
で

情
報
収
集
を
！

※事前申込制  お電話（0120-86-2244）、またはホームページ（http://hgu.jp/）にて受付。当日参加可　

12：30－16：00
受付開始：

6/24 日

第１回 〈1部・2部共通〉 第２回 〈1部・2部共通〉 第３回 〈1部・2部共通〉 ２部（夜間部）
オープンキャンパス

8/8 水9木 9/29 土9/30 日

豊平キャンパス 豊平・山鼻キャンパス 豊平キャンパス豊平・山鼻キャンパス

12:00 受付開始：12:00 受付開始：12:00 受付開始：17:00
12：30－16：00 12：30－16：00 17:30－20:00

OPEN CAMOPEN CAMPPUS 2US 2001188OPEN CAMOPEN CAMPPUS 2US 2001188OPEN CAMPUS 2018

【開催内容】
全体説明会、個別相談会、模擬講
義・実験、学生スタッフによる相
談会・学内見学ツアーなど

２部（夜間部）オープンキャンパ
スは９月２９日に開催します。

2015年

3,908人
延べ

第3回 1,064
第2回
1,923

第1回 921

2016年

4,413人
延べ

第3回 1,129
第2回
2,307

第1回 977

2017年

4,366人
延べ

第3回 1,053
第2回
2,330

第1回 983

0 500 1000 1500 2000 2500

オープンキャンパス来場者数の推移

お
詫
び
と
訂
正

学
報
１
１
３
号
（
２
０
１
８
年
３
月
15
日
発
行
）

３
面
・「
退
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
」に
お
き
ま

し
て
、
人
名
の
ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

［
誤
］
笹
川
雅
司
（
さ
さ
が
わ
 さ
ま
し
）

［
正
］
笹
川
雅
司
（
さ
さ
が
わ
 ま
さ
し
）

▽
３
月
13
日

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
東
日
本
賃

貸
住
宅
本
部
長
 吉
田
滋
氏
、
同
本
部
北
海

道
エ
リ
ア
経
営
セ
ン
タ
ー
所
長
 久
保
木

茂
氏
、
同
本
部
総
務
部
首
都
圏
入
札
課
長

竹
中
善
彦
氏
、
同
本
部
住
宅
経
営
部
管
理

企
画
課
長
 佐
藤
浩
一
氏

▽
４
月
６
日

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支

社
長
 赤
星
和
彦
氏

▽
４
月
12
日

北
海
道
科
学
大
学
長
 渡

辺
泰
裕
氏
、
同
常
務
理
事
 加
藤
智
彦
氏
、

同
事
務
局
長
 武
山
孝
志
氏
、
同
総
務
部
総

務
課
第
二
課
主
事
 麻
生
誠
一
朗
氏

▽
４
月
13
日

北
海
道
生
産
性
本
部
専
務

理
事
 井
田
邦
佳
氏

▽
４
月
16
日

豊
平
区
市
民
部
長
 徳
光

雅
浩
氏
、
同
部
地
域
振
興
課
長
 佐
藤
晃
司

氏▽
４
月
17
日

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
交
換
教
員
 ガ
ー
ウ
ィ
ン
 エ
リ
ザ
ベ

ス
准
教
授

▽
４
月
23
日

北
星
学
園
大
学
長
 大
坊

郁
夫
氏
、
同
事
務
局
長
 桑
原
大
幸
氏
、
同

事
務
局
次
長
 山
本
一
博
氏

▽
４
月
25
日

本
学
経
済
学
部
卒
業
生

江
川
久
洋
氏

２
０
１
８
年
３
月
卒
業
生

の
就
職
状
況
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
紙
幅
の
制
約
か
ら
約

２
５
０
社
を
表
１
に
掲
げ
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
で
、

本
学
卒
業
生
と
し
て
大
い
に

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

就
職
率
に
つ
い
て
は
、
表

２
の
と
お
り
で
す
。
昨
年
よ

り
も
全
般
的
に
ア
ッ
プ
し
、

特
に
２
部（
夜
間
）の
学
生
の

就
職
率
が
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。

売
り
手
市
場
を
背
景
に
、

採
用
に
苦
戦
を
し
て
い
る
企

業
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
、
企
業
の

採
用
活
動
長
期
化
、
あ
る
い

は
通
年
採
用
と
い
う
状
況
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
就
活
生

と
し
て
は
、
楽
観
的
に
な
る

こ
と
は
危
険
で
す
が
、
年
度

後
半
の
求
人
に
も
期
待
が
持

て
る
の
で
、
早
期
に
内
定
が

出
な
い
場
合
で
も
、
弱
気
に

な
る
こ
と
な
く
粘
り
強
い
就

職
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
務
員
に
関
し
て
も
、
２

０
１
７
年
度
と
比
較
し
て
良

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
札

幌
市
役
所
を
は
じ
め
、
道
内

各
市
町
村
自
治
体
の
合
格
者

が
昨
年
度
よ
り
も
か
な
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

学
生
は
期
待
と
不
安
を
抱

き
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
我
々
と
し

て
は
、
些
細
な
こ
と
で
も
キ

ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
、
満
足
の

い
く
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

表1　2018年3月卒業生 業種別就職先と人数

※紙面の都合から主な就職先約250社を掲載しました。

公務員・国立大学法人 
国家公務員（一般職） 46
国税専門官 6
裁判所職員 2
自衛隊幹部候補生 2
労働基準監督官 2
財務専門官 1
北海道職員 46
北海道警察 29
警視庁警察官 4
札幌市役所 45
旭川市役所 6
北見市役所 5
札幌市消防 4
小樽市役所 4
岩見沢市役所 3
江別市役所 3
帯広市役所 3
砂川市役所 2
登別市役所 2
北広島市役所 2
名寄市役所 2
伊達市役所  他 13 道内市役所 14
道内町村役場 18
国立大学法人北海道大学　 4
北海道教員 10
金融
北海道銀行 22
北洋銀行 8
北陸銀行 2
ゆうちょ銀行 2
みずほフィナンシャルグループ 1
三菱東京ＵＦＪ銀行 1
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券 1
大和証券 1
野村證券 1
伊達信用金庫  他８道内信用金庫 9
渡島信用金庫 5
札幌信用金庫 4
苫小牧信用金庫 4
留萌信用金庫 4
北海道労働金庫 3
遠軽信用金庫 2
帯広信用金庫 2
稚内信用金庫 2
道南うみ街信用金庫 2
北央信用組合 2
全国共済農業協同組合連合会 6
北海道漁業協同組合連合会 2
北海道信用農業協同組合連合会 2
農林中央金庫 1
北海道信用漁業協同組合連合会 1
北海道中央農業共済組合 1
北海道信用保証協会 1
北海道漁業共済組合 1
北海道民共済生活協同組合 1
明治安田生命保険 8
第一生命保険 7
日本生命保険 7
損害保険ジャパン日本興亜 7
住友生命保険 5
あいおいニッセイ同和損害保険 5
東京海上日動火災保険 5
共栄火災海上保険 1
三井住友海上火災保険 1 
建設・不動産
北海道セキスイハイム 13

一条工務店 9
住友不動産販売 7
岩田地崎建設 7
常口アトム 4
開発工営社 3
伊藤組土建 3
つうけん 3
宮坂建設工業 3
北海電気工事 3
北土建設 3
北電総合設計 3
ミサワホーム北海道 3
大和ハウス工業 3
カチタス 2
ドーコン 2
砂子組 2
荒井建設 2
北電興業 2
新太平洋建設 2
日本建設 2
ズコーシャ 1
新千歳空港ターミナルビルディング 1
西村組 1
大林組 1
竹中工務店 1
砂子組 1
丸彦渡辺建設 1
戸田建設 1
鹿島建設 1
西松建設 1
大成建設 1
大林道路 1
住友林業 1 
運輸・通信・出版・エネルギー
ＡＮＡ新千歳空港 4
ＪＡＬスカイ札幌 4
北海道中央バス 4
ＮＴＴ東日本－北海道 3
東名 3
ＫＤＤＩエボルバ 3
北海道電力 3
日本通運 3
ドコモＣＳ北海道 2
ＡＩＲＤＯ 1
ジャルセールス 1
エイチ・テー・ビー映像 1
北海道建設新聞社 1
北海道新聞社 1
ＮＴＴドコモ 1
ＮＴＴ東日本－南関東 1
ソフトバンクグループ 1
東日本電信電話 1
北海道瓦斯 1
北海道放送 1
ホクレン運輸 1
ヤマト運輸 1
新日本海フェリー 1
卸小売・製造 
マックスバリュ北海道 11
コープさっぽろ 9
イオン北海道 7
ハミューレ 7
セコマ 6
トヨタカローラ札幌 6
サッポロドラッグストアー 5
北海道旅客鉄道 5
ツルハ 5

ダイイチ 4
ＤＣＭホーマック株式会社 4
エネサンス北海道 4
札幌トヨペット 4
サッポロウエシマコーヒー 4
国分北海道 4
北海道マツダ販売 4
セブン－イレブン・ジャパン 4
オカモトグループ 3
三甲 3
ムトウ 3
ナシオ 3
ケイシイシイ 3
ニトリホールディングス 3
モロオ 3
ラルズ 2
トヨタ部品北海道共販 2
丹波屋 2
ムラタ 2
札幌アポロ石油 2
北海道エネルギー 2
北一食品 2
アイリスオーヤマ 2
コクヨ北海道販売 2
キムラ 2
クレタ 2
セイコーフレッシュフーズ 2
石屋商事 2
日本ハム北海道販売 2
ヤンマーアグリジャパン 2
リコージャパン 2
ヤブシタ 2
富士ゼロックス北海道 2
北海道コカ・コーラボトリング 2
サンドラッグプラス 2
サッポロドラッグストアー 2
もりもと 2
リンナイ 2
ホクレン商事 2
札幌丸井三越 2
東光ストア 2
ローソン 1
北海道酒類販売 1
北一硝子 1
コーセー化粧品販売 1
ほくやく 1
スズケン 1
資生堂ジャパン 1
サングリン太陽園 1
小林本店 1
北海道エア・ウォーター 1
北海道エナジティック 1
札幌トヨタ自動車 1
森永乳業北海道 1
竹山 1
内田洋行 1
モロゾフ 1
よつ葉乳業 1
東洋水産 1
日糧製パン 1
六花亭製菓 1
コーチ・ジャパン 1
富士通 1 
サービス・団体
日本郵便 10
ペイロール 8
マイナビ 8

マーキュリー 7
吉岡経営センター 6
インテリジェンス 6
パーソルプロセス＆テクノロジー 5
北海道アルバイト情報社 4
アイングループ 4
アクセンチュア 3
野口観光 3
中道リース 3
東武トップツアーズ 3
カナモト 3
ミュゼプラチナム 3
第一滝本館 2
名鉄観光サービス 2
札幌進学プラザ 2
秀英予備校 2
マルベリー 2
ソニー・ミュージックエンタテインメント 1
知床グランドホテル 1
リクルート北海道じゃらん 1
阪急交通社 1
日本旅行北海道 1
ＪＴＢ国内旅行企画 1
帝国データバンク 1
ヤフー 1
札幌商工会議所  他４道内商工会 5
全国労働者共済生活協同組合連合会 7
北海道国民健康保険団体連合会 4
日本年金機構 3
北海道勤労者医療協会 3
さっぽろ青少年女性活動協会 2
札幌市水道サービス協会 2
北海道中小企業家同友会 1
北海道薬剤師会 1
日本赤十字社北海道支部 1
北海道結核予防会 1
ホクレン農業協同組合連合会 5
きたそらち農業協同組合 4
あさひかわ農業協同組合 3
ふらの農業協同組合 2
音更町農業協同組合 2
芽室町農業協同組合 2
道央農業協同組合 2
サツラク農業協同組合  他道内 10農業協同組合 10
情報処理・IT 関連　 
エイチ・アイ・ディ 8
ホープス 8
トランスコスモス 7
札幌システムサイエンス 4
日本アイビーエム・ソリューション・サービス 4
アイティ・コミュニケーションズ 4
ＨＢＡ 3
つうけんアドバンスシステムズ 3
中央システム 3
エヌ・ティ・ティ・システム開発 2
ジャパンテクニカルソフトウェア 2
北海道日立システムズ 2
エコミック 2
アシスト北海道 2
ウイン・コンサル 2
東京コンピューターサービス 2
ＳＣＳＫ北海道 1
ＪＡ北海道情報センター 1

就職率

1部

学部

経済学部 94.8％ 94.4％ 94.7％
95.8％ 98.2％ 96.7％
93.1％ 95.9％ 94.1％
89.3％ 96.8％ 93.5％
96.9％ 94.3％ 96.5％
94.7％ 96.3％ 95.3％

経営学部
法 学 部
人文学部
工 学 部
1 部 計

女 計男
就職率

2部

学部

経済学部 94.5％ 90.9％ 94.1％
89.7％ 80.0％ 88.2％
79.5％ 92.3％ 82.6％
96.7％ 100.0％ 97.9％
88.9％ 92.2％ 89.6％
93.4％ 95.8％ 94.1％

経営学部
法 学 部
人文学部
2 部 計

1部･2部計

女 計男

表2　2018年3月卒業生就職状況

２
０
１
７
年
度
就
職
状
況

民
間
・
公
務
員
と
も
に
好
調
！

就職
INFORMATION

２部経営学科

平成30年度入試

■経営学部２部  募集人員の変更
公募推薦一般

25 ─ ─48＿＿

＿＿

＿＿ ＿＿

＿＿ ＿＿ ＿

12

２部経営学科

平成31年度入試 公募推薦 指定校推薦
（普通科系）

指定校推薦
（商業科系）一般 センター利用

Ⅱ期

15─ 550 15

指定校推薦
（普通科系）

指定校推薦
（商業科系）

センター利用
Ⅱ期


